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L万分の L地質図喜 本L 幌札幌ー第 21 号

北海道技師小山内 照

。 杉本良也

ク I属託北川芳男

はしがき

この 1'~j~J固と説i リJ 古ば， H{i和 27 qミからHfHI129 年にわたって，約 80 日を貸しておこなった

野斗調査の結果を整JW し，その概要を報(与するものである。

町タト調査にほ，地域を JJ但し，東南部台地j也岐を小山内，西南部山地地域を杉本，北部

低地地域を小山内の協 jJで主に北川が1I1~ しだ。 この分担で，昭和 27 年 5 月小山内。杉

本が 15 日間概査をおこない，それをもとにして，昭和 28 年 5 月小山内・杉本が 10 日間，

29 年 5 月小山内が 5 日間，杉本が 10 日間，北}l[が 15 日間の補足調査をおこなったコ

この地域は，地質学可にみると，西南北海道の東北部に位置し，いわゆる後志火山群の

北端郎にあたっている。したがって，第三紀の岩層は，ほぼ火山噴出物で代表され，金属

鉱山が処々に旺胎しているコまた東南部台地地域には，第四紀以降の火山l噴出物や段丘堆

積物の発達がしユちじるしく，北市の低地帯(いわゆる石狩低地帯)とともに，第四紀以降

の地質研究のためには，好適地とみることができる。

また地下資源開発の面からみると，広大な沖積地をひかえ，それに賦存する天然ガスや

泥炭などの天然資源の開発にも，期待できる地域とみられる。

それにもかかわらず，この地成全般にわたる総括的な調査は，十分におこなわれておら

ず，地j点的な {~Jf究が， 2-3 完表されているにすぎない。ことに，石狩低地帯に関しては，

土壌学汀な研究のほかには， ltI(丘学 ~~J研究はほとんどおこなわれていない状態であったっ

1) 園木文平: 石狩|司札幌附近の地質調査報告.北大理地.修論(手記) 1934.

2) 米満 信: 札幌市近郊三角山附近の j由貿.北大理 j也.修論(手記) 1942.

3) 加賀美敏郎: 石狩出蕊岩村附近の地質.北大理地.修論(手記) 1946.

4) 本多仁磨: 札幌市近郊発寒川流域附近の地質.北大理地.修論(手記) 1946.

5) 森谷虎彦: 野l院丘陵附近の 7K 理地質.地質要報 17 号 1951.
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最近になって，石狩低地帯の総合的な調査研究が進められているが，石狩低地帯を地質ー学

的に解明する上に，今後ともぜひ強力に続けられることが必要である。

野外調査に際しては，北海道地下資源調査店技師石山昭三。技術補松井公平両氏の助力

をえた。北海道大学理学部湊正雄教授には，現地でいろいろとご指導をたまわり，さらに

説明書原稿の校聞をたまわったc またはlTl凶作成にあたっては，山田忍氏の低地帯全般に

わたる土壌調主資料からうることが多大であったとここに上記の方々に深く謝志を去す

るつ

なお，この報公害の作成にあたっては，北海道地下資制百五所でおこなった、石狩低地

帯のポーリング，天然ガス調査，電気探査などの資料のうち，未公表の資料も使用したっ

I 位置および交通

このf~]幅のしめる地域は，北緯 43C~43τ10う東経 141C15'~141C20' の和国で， I皮島半島

の主部にあたる c

行政的には，石狩支干の官かつに属し，札幌市。江別干iJ 。里平町。手稲町。新篠津村な

*どがふくめられる。これらの liT町村は，札幌市を中心として，人口密度も/たきく，北海道

の中心地域にあたっている。したがって，道路網はきわめてよく発達し，問道の便とあい

まって，パス交通の便もいちじるしい c

II 地形

この悶幅地域のJ由形は，次の 3 つに六万!される

(1) 山地形区.図幅の河南部をしめ，小起もたのはげし(:> rJr1じLHjpである

(2) 丘陵および段丘地形灰.主として百南部をしめる子見な丘陵山台地と， (1) の山

麓部に発達する段丘地形をふくめる

(3) 低地帯・主として北部の石狩低 J~':W をしめす{このほかに凶状地および (1)0(2)

の地形匹に発達している沖積地をふくめる

この 3 つの地形区には，それぞれ，市 1 去にあげたような i~'N(/J 持散と，それに対応す

6) 山田 忍: 札幌郡地方の土く.北農第 3 巻 102 -',}.

*地質国では，琴似町。札幌村。篠路村が記試されているが，地質ドヨ印刷後， 3 町村は札

幌市に合併された c
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る地形的特徴がみられる

第 1 表
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さ

凝固不十分な堆

積物および粗し

ような火山噴出

物で構成される

地域ょ

段正面とみられる標高 30m~100

m の平坦丘陵台地コこれに対応す

る河岸段止が山地の山麓部に発達

する。 丘陵台地では河川は谷幅せ

まく幼年期り侵蝕をしめすο

主として標高 30 m j;)-Fの平担広

ばくとして石狩平野である。また

現河川の (~q奇平地もふくむム北部

では河川は (Itl積面を切れは ;t し

朴氏<蛇行する

地形

部

地山II.1

標[，， 'li 200111IJij 後から 500 m IjfT後の起伏にとんだlihhXで，図 ri]面の西南部をしめている。地

目的には，日之紀の火山古を主体とした~Lf~~>}を基盤として，いろいろの火山liの拙立峰が

号イ η

なかでも，藻岩山。円山。三角山などのト形は，ほぼ火山山形をしめしてl吃 \7: している

いるが，かなり解Wi- され，すでに lit子た口などの I 1)J確な火山l Li:. J杉はうしなわれている

しかし之L流がこの山形ぱ内を )1;[れる河川|は，多くの場合，谷析がかなり広がっている

多く，沿岸には，低い河岸段丘や， }，J5j:rたJ色をつくる

丘陵台地・段丘n.2

河川の沿岸に党主する(1) にのべた山地地取とほまったく対称汁な平 i旦台地 (A) と，

段!王 (B) とをふくめる

(A) はこの['Z jlp面の東「河川に襟式的に売達し幼年期の侵蝕程!支をしめす隆起台止とでもい

われるものである。北から市にむかつて， 1軒iえ丙皮をまし，おもに第四紀 I共同世の火山 I~ 't

Jji 物および.t jj; 積物で構成されている。札幌問中日と南接する石山図幅とを通じてみると，こ

の丙 lit 械の I壬陵台地には，数段のあきらかな段正面が識別される。そのうち，顕著なもの

は3 標 I" ';j 30m~120 m 0250m 内外。 350m 内斗の 3 つの平出面であって，札幌閃幅では，

n 寒台 J止 i市および野 IV~ 丘陵而と呼ば低!立の 30~120 m の而がもっともよく発達している
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E刀

第 2 図版 琴似町 24 軒から商市部山地を望む

えの L! l JF. は三角 ill ， その1'i flliJ になまこ Us 0 FJ山などの Ii:庇，[;[:山伎が杭(右の山頂は子相 [fl ，

子 /;jI1;七千 )1 L!l立は )C寒川扇状j也の末端 ISfJjli ，も 74:子山麓の 'f勺[1 J色は手似川扇状j也

j 第 3 図版 厚別 I'{J);にみられる月寒 TI Jl!!末端の -j~J~L I'J 石田に+H '''I する

IP りとの~'c1 "、は， 15平沼干iN!] およ 7〆月寒火山氏!日の持出，平.1:)1 田 J也は主に fJI: 1it:泥炭で構成される



れているのが，この面である。

月寒台地の面は，さらに細かく;えのようにわけられている。

段丘面 高度

3 白石面...・H ・..…20m~25m

2 月寒面'"・H ・..…25m~30m

モりキサヴデ

1 望月寒面....・H ・ ·35m

モヅキサヴず

望月寒面は，標式的lこは，室蘭街道以南に発達する。南方で次第に高度をまし，石山l司

幅内の 100 m~120m の広大な平坦面に移化する。

月寒面は，室蘭街道と，その北方の同道とにはさまれた地域に発達をみせ，月;京市街地

をのせる面は，望月寒面と月寒面との移行点にあたってし)るコまた白石面は同道以北に発

達し，白石市街をのせる台地面がこれである。

これらの 3 つの両は，大月日には， i~ITにのべた 30 m~120 m の低位段庄の面とみなされ

るものであって，あとでのべるように，低位段丘堆積物と三74えられる砂陳屑を，あきらか

にのせている。

(B) の大半は， (1) にのべた地形民に発達する。すなわち山麓部をとりまいて，ゆるく

傾斜した砂礁で構成される低い同が発達している。しかも沖積面で切られていることぽあ

きらかである。したがって，その高さと沖積百との関係から，洪積世当時，おそらく!出こ

のべた月寒台地面形成の前後につくられた岩屑堆積面あるいは扇状地の面，な l) し段正面

と考えられる。乙の代表的なものは，高岩山北部山麓に発達する標高 70m 前後の平J[]j百

第 4 図版 円山山頂から東方，藻岩山北東山麓および月寒台地をのぞむつ

7) 松井 愈: 札樟地区工業地借調査報告書地形および地質.北海道商工主振興対策委

員会工業地帯調査委員会. 1954.
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および，発寒川項目;に発達する 60m 前後の而である=藻岩山北部山麓のものは， その標

高から，あきらかに月寒台地面に対応しており，この而の土に，やや傾到した山麓岩屑堆

積面が発達しているコ

(A) の i広域を流れる河川の谷幅は，一般にせまく幼年期の侵蝕度をしめし，流路の傾斜

*もゆるく，河岸段Eの形成は稀であるコ

II.3 低地帯

低地帯としてまとめた地成は，北部 3 分の 2 の広大な面積をしめる，いわゆる行舟低地

帯の一部に相主するつ

概観すると，山沿いの)1.[;/111;から北市にむかつてゆるく傾斜し， 15m 以下の標高をしめ

し，波状起伏のみとめられる平田?であるが，おおよそ次のような要素で成立っているとみ

ても，さしっかえないであろうっ

(1) 紅葉山砂丘列
パンチゲロ

(2) 砂丘の前面に発達する低 j也・・・ー・花田手伝地

(3) 河川 i

(4) 河川の洪 11fl 1l(地…… I および I に発達する河川流域の沖積地をふくめる1l(地帯の

主要部

(5) 河跡湖。なごり川・一一・モエレ沼など

(6) 扇状地・・・…札幌扇状地。発寒扇状地など

このうち(1) 0 (2) ば，あきらかに海の日々でつくられたものであり， (4) 以下ば，河川の

官力にもとづくものとみられる

紅葉山砂丘は，石狩海岸線に平行して，もっとも内 (HI] に発達した風間砂丘である 標高

パヲ「

18.5m をほ向として国 500m~200 m，新川陥~付近から茨戸まで約 8km にわたって連

続し，北出ほ石狩川に切られている この砂丘は，海岸 j11:くに発達する砂丘にくらべると，
N 、

格段の毛でたきいのが特徴であるとされている

紅葉山砂丘子Ijによって， i Jl S l IT!の低地 (2) と背後の低地 (4) とに l之元されているが，百

与の問にほ，対\'!~叶な， iJlL のことがみとめられる

i (2) の方が (4) より高ν

(2) の方は， 5m 以上の出荷をしめしてし、るが， (4) は，紅葉山砂丘列から石狩

*稀に，現河床から比高1.5 m~2 m 程度の河岸段丘が， 1 段形成されてヤることがある

が，その面積はきわめて小さい

8) 中野尊正。古川虎雄: 地形調査法.形成 j聖書.古今書院 1951.
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街道附近まではおおむね標

高 5m 以下しかしめさな

U、 c

ii 構成物がことなる

(2) が主に砂であるの

に， (4) は石狩川をはじめ

とする河川で，はこばれた

礁。砂。粘土で構成され，

泥炭を合むことが特徴的で

ある。

このことは， (2) が，現汀線lこ平

行な 2~3m の起伏をもち，砂庄

の発達のわるい一種の砂堤列海岸

平野とみられている。それに対し

て， (4) は，自然堤防状の紅葉山

砂正の，内側に発達ーした，一種の

パックマーシュが，石狩川。豊平

川。発*川などでffliM された低地

帯と考えられる。したがって，

(4) には埋店の経緯を示す， {~尼災

地。湿止の発達が各地にみられ，

複雑に蛇行した河川 (3) や河跡洞

(5) がのこされている。

第 5 図版低地帯の景観 (1) (新川附近より

紅葉山砂丘西南端を望む)

第 6 図版低地帯の景観 (2) (新川附近より

札幌西南部山地を望む)

(6) にあげた扇状地の代表的なものは，札幌扇状地および克、寒扇状地である c

札幌扇状地は，西部山地と東部台地との聞に，里平川によってつくられた典形的な瓜決
マコマナ f

fえであって， [宝l幅の南端i馬頭~真駒内F付近を扇のかなめとし，北 8 条附jf!-を北限としてい

ヒャきス

る c 高度は，真駒内冷ノ阿付近で 64.09 m，馬;項附;5:で 54m の I司把をしめすが，北に向うほ

ど低下し，北大植物園・道寸の池などの境界泉とみられる汚泉列附近では， 13~17 m とな

って( )る士この扇状地で特徴的なことは，現豊平川の東岸には，比高 5m 程度の段丘面が発

達していることである。この面は，平岸珂と呼ばれているもので，中ノ島間近から次第に，

比百が少くなり，豊平附 jfJ:では，札幌扇状地の面と同ーの面となっている土地質図では，

一括して同一色に塗色しであるが時期的には，あきらかに 2 つにわけられることを示す。

-8-



ハヴザム

発寒扇状l也は，発寒川によってつくられた，手稲山東麓から三角山田麓にわたるかなり

広い扇状地であるつ北限は，ほぼ函館本線附近であって，東側は琴似川で切られ，円山北

麓に発達する円山扇状地に接しているご札幌扇状地にみられる扇状地の段化が，やはり発

寒扇状地にもみられるこ発烹扇状地では二股附近で 3~4 段の段正面がみられ，しかも，全

般的にみると，札幌町状地の面よりはるかに高く，おおむね月宋台地の面に相当jする高距

で発達している二しかも札幌扇状地にくらべると、河流による切りこみがより目立ってい

るうこのような段化の度合。侵蝕度などからみると，発寒扇状地の形成は，札Iii児問状地の

形成より，やや古いIi寺明にある可能性がうかがえる

円山田状地は，琴引川によって形成されたと考えられ，円山の北麓に発達する(前の 2

つの扇状地にくらべると，かなり +~'lであるへこの ~;j状地のtit積物の北限ば，ほぼl羽詰本

的町、R2までほり出しているニ しかし，札幌神社をのせる而との問には，比高約 3~5m の

段がみられ.その段の北では，すでに札幌日成地の由ーとは区別できなくなっている しか

も札!院沖社をのせる 7il]c~而は，ほぼまえにのべた十し1間扇状地の平¥iT!lに対比されそうであ

る」 したがって，円山田状lltの形!J)(;iま，ほぼ札時扇状地の形成と同[I守Wjと考えられる

III 地質概説

この斗域を構成する地系統は， J也1q·総括去に，一括して示しである

このI域は，地'[''Ie]には司南北海辺地問ばの系統に属しているこしたがって，新不三系

および弔凹系;jH，lf杭コ，ともに火山町出物にとんでいて， ;~1__:紀からお問紀洪積世にわた

ってヲ大rfr活到がかなりはげしくおこなわれたことを，物語っている〕一方，第四系 iii'積

杭(土， l灯帽の 3 合の 2 をしめる JLFi1な地域にひろがり，いわゆる石狩低地帯の一部を構成

する

新市三系(土， ;iii!縫売に対比される探ノ沢居。石 rJ~Hi.面岩宕脈および黒松内抗に対比され

る西野 l同と，これらの岩府のtff~積後に噴出した火山守類(主として支rJJ~';類)にわけられ

るご盤ノ沢府と百里子府とは不整合に接するが，両日ともE常のIf百占有がとぼしいごすなわ

ち，火山口および火山砕屑若を主要構成日とし，頁汗。砂岩をわずかにはさむ地問である

また両者とも，正常の堆積岩類と火山吉。火山砕屑岩とは，同Il寺界中日の関係が顕著である

西日!fJMJj日fi後第四系初頂までの間には，この地域では，堆積岩類はまったくみられないご

しかし，いろいろな支山岩類，すなわち，御殿LlJ 0 三角 III 。円山。藻岩山などを構成する

安山岩頬が，盤ノ沢屑および西野屑をおおって発達する
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第

車里

滝
/
沢
変
朽
{
女
山
砦

野

層
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沢

.変杓女山岩(緑色凝究岩・同被
Bprl 灰角礁岩を伴う〉

層世

紀

弔問系洪積杭は T，13/:から，砂層@粘土層を主とした野|隈居。:x努火山 l噴出物の一良に

ふくめられる豊平浮石問。低位段丘 .tit積物に相当する厚別砂疎同および誌岩段丘疎目。百

南部山話をとりまく店長主堆荷物。火山氏粘とを主とする月寒火山氏周に区分するコこれら

の地円は，いずれも標高 100m 以下 20m 以との台地あるいは平坦而を構成するのが， 1?

徴である

il ドm*元は，いわゆる石狩低地帯および，河川流域の illl 積地を構成するもので， (1)海浜

堆積相。 (2) 河川堆積相· (3) 泥炭相に大別することができる。 (1) は，砂丘およびその

前面に発達する砂相であり， (2) は石狩川・豊平川。発寒川。琴似川，その他の河川で J
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搬された堆砧相である一また (3) は， (2) の堆積十日の上部に充、達した，低位。中問。 I首位

の 3j甘からなる泥炭相である

IV ±也質各説

IV.l 新第三系

すでにのべたように，この地域の新第三ー系は，堆積岩頬がと{ましく，火山岩類と火Il JE'j L.

屑物が主体となっている J これらの火山古類を通覧すると，それぞれの時期の火山活動に

は，あるていど化学成分との特徴がみとめられるコ

住ノ沢 Ip"i Jl1: Hi 当 II!} の火If [7舌到は，ほぼ酸'1' 1: の活動で終 IIiごしたようである。すなわち，探

ノ沢刊のドイセを構成する滝ノ沢交朽友山吉に向閃石。石英がみられ，その後の近入も石史

阻市岩でおわっている このうち，後者は，隣接民間図幅地域などの活動と，やや担をこと

にし，小規模な岩脈の;£1:入だけにとどまっているのが，地 lE~ 的な一つの特徴となっているつ

盤ノ沢田を不整合におおって，同野 ~llJ が子主主するが，この地屑の J佐官 i当時の火山活動は，

主性活動からはじまる)しかし，主性から酸 t!: にわたるナイクルはみられなく，ほぼ基↑宅

活動だけに終始したようである それにしてもせ通輝石紫蘇輝石安山宕の噴出から，合角

閃石普通輝石安山岩の噴出へと， I時明白に，やや酸ド I: にかたむいている。

西野 ~i の tfHlf 後につつ、く火 III 活動は，や(まり早川:であるが時ノ沢居および西野田 J住民当

時の火山活動ほど活漬でほなく，むしろ南町:刊 ttf:積当時の余波的な活動にとどまっている

ようである J すなわち， 11ft 出物の分布は小さくなり，それぞれ独立した火山体を構成する

第 3 表

任年 f羽 火山活世 ~I~ 成分 特徴的な鉱物

盤 ノ 問 /1;: J} ，~ fj~ Eで↑ 4 角閃石。石英

西 里子 畑刈山 !五 心Y 日守 主ニ iを寸~ri2'1主 角閃石。輝石

fを 西 出子 j田 l也 主任 I拘 基 1世 輝石

IV.1.1 盤ノ沢層

盤ノ沢 fd は，盤ノ沢変朽安山岩と中ノ沢頁岩田とにわ!アられるコただし， I11 ノ沢頁岩田

9) 杉本良也: 5 万分の l 鋭函凶幅説明書.北海道開発寸. 1953.
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は，盤ノ沢変朽安山岩の中に扶在する頁岩・砂岩部を，岩相上から分類したものであると

したがって，盤ノ沢変朽安山岩と中ノ沢頁岩層とは，時代的に上下に区分されるものでは

ない ζ しかし中ノ沢頁岩層は，盤ノ沢国の構造解肝の上に，重要な手掛りとなる地層であ

る ζ

IV.1.1.1 滝ノ沢変朽安山岩 (Bpr]

この岩屑は，札幌図幅地域では，基盤f自立を構成し，西南部の山地に分布するこ模式的
10) キ

な発達は，むしろ銭函。定山渓図幅地域にみられる c 下限は不明であるが，上限は西野層

**に不整合におおわれる。またこの岩層には，中ノ沢頁岩層を挟在するが，中ノ沢では，あ

きらかに整合関係である c 全般的に変質作用を受けているため，原岩を推定することが困

**本

難であるが，おおよそ含石英角閃石普通輝石紫蘇輝石支山岩として一括できる

一般に淡緑色をおびた前密竪硬な岩石であって，黄鉄鉱の微品を散在している=やや新

鮮な岩石では，斑品鉱物として，斜長石。有色鉱物(角閃石の長住状結品が目立つ)およ

び少量の石英が，肉眼自立にみとめられるこ変質したもの(黄鉄鉱化作用で褐色になった岩

石。註化して灰白色をしめす岩石)では，珪 iZ を肉 RL{ t;ヲに見出すことはむずかしいごした

がって，緑色凝灰岩の変質したものとの識別が肉球である

顕微鏡下の観察

一般に二次的生成物で一面に汚染され，有 J成構造の不鮮明な場合が多い

斑品: 石英。斜長石。角閃石。紫蘇輝石。普通路石

斑品の石英は，融制!形をとっていることが多い:斜長石は，ほとんど絹雲母。禄泥

石に交代されているが，や守新鮮な岩石では，原形をたもうているものがあるこ拡イヒ

作用をいちじるしくうけた地域(中ノ沢上流附近など)の岩石は，有色鉱物は石英。

緑泥石。方解石の集合体に変質し，原鉱物の輪郭はまったくわからない一

石基は，大部分が緑泥石@精雲母。粘土鉱物に変化しているごまたしばしば鉄分で

汚染されて褐色を呈している c

*滝ノ沢変朽安山岩は，銭函図幅の発寒川交朽安山岩。定山渓lヨ幅の;豊羽層中の究朽安

山岩に，相当する c

料 札幌図幅では ， i竜ノ沢変朽安山岩と西野層とは断層で接し，直接の関係はみられない

が銭函図幅で直接関係がみられるにまた，西野層の F部層に，傑として滝ノ if(変朽安

山岩を多量に合むο

料水 角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩や合角閃石石英安山岩といった方が，よいような岩石

までみとめられるが，分布を追うことはむず、かしいc したがワて地質図では，一括し

て塗色しである c

10) 土居繁雄: 5 万分の l 定山渓図幅説明書.北海道開発庁. 1953.
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IV.1.1.2 中ノ沢頁岩層 [Bsh]

前にのべた滝メ沢変朽安山岩の中に挟在する砂岩・頁岩居を中ノ沢頁岩層と呼んだっこ

の地!再は岩相上から分類したもので，滝ノ沢支朽安山岩と時代的に区別されるものではな

い。標式はには中ノ沢に露出するコこのほか盤ノ沢ヒ流・三角山西南誌の発寒川右岸・四

号ノ沢などに露出しているが，かなり断続白である。中ノ沢ではと下とも，滝ノ沢支朽安

山岩と接している c この地図は，中ノ沢でほ，日間色のやや竪硬な頁岩と，決黄色の粗し

ような凝i:XL1秒、岩の互居で構成されている二しかし発寒川下流成や四号ノ沢では， 4r王国理

の暗氏色泥岩だけが発達しているコこのように岩相の変化がみられ，また各露出の上下関

係もあきらかにできないコ滝ノ沢支杓安山岩と同様に，黄鉄~g化作用をいちじるしくう

け，中ノ沢1:流では，かつて探鉱されたこともある。

中ノ沢では N 1O ~20c E0 25c~30 二 NE の走向。傾斜をしめすが， 1也の地域で;ま ;lllj定

することができない(したがって，全般的な構造は明らかでないコ

この:hL~~からは ， )tJ，~川下流右ft~で， Sagalitessρ. を克見しただけである。したがって

化石によって時代を決定することは閑雅である c しかし，交朽支山岩の中に介千五すること，

鉱化作用をうけていること，西野明に不整合におおわれていることなどから，いわゆる百!l

経杭に対比される二また定 Ul 渓。銭 i沼図柄 Jヰ凶の日 JI\縫杭相当居の上部にあたるものとヰーえ

られる。

IV.1.2 石英組面岩岩脈 (LpJ

滝ノ沢変朽友山岩および中ノ沢頁岩屑を岩脈状につらぬく，小規模な石~*tij百岩岩山で

ある。この地域では 2 筒所でみられる σ

(1) 中ノ沢中流に露出する岩体 c中ノ沢頁岩層をつらぬいているが，上限は不明であるつ

(2) 円山鉱山に露出する岩体。滝ノ沢支朽安山岩をつらぬき西野層におおわれているっ

この 2 つは，ともに鉱化作用をうけているので，ほぼ同一時期の噴出物と考えられるつし

たがって貫入の 11~' 朋は，盤ノ沢層堆積後， Vi: lgJ} 屑f町長前であろう。

中ノ沢の吉山は， )リ〈白色またはり(色を呈し宮山である c 肉f!l{で，石児・ ~'l 長石@月間石

なと、の理 I~MfL 物がみとめられる J 円山鉱山の岩山は， IE 化作用をいちじるしくうけ，白色

堅田な汗石となっているコ斑品鉱物として石児だけがみとめられる。円山鉱山は，この石

英町立 i~r;)rHi~ を鉱床のほ ~:J とするもので，金足銅鉱床と密接な i均係がある。

顕微鏡下の観察

(1) 中ノ沢岩体

斑品: 石英=斜長石ン角閃石

- 13 ー



石英は，佳 1~2mm ていどで，融蝕され円味をおびたものと，稜角形のものとがみ

とめられる。斜長石は，ほとんど炭酸塩鉱物に変質じている。また角閃石も大部分は緑

泥石に変っている。

石基は，ガラスにとみ，石英。斜・長石。磁鉄鉱。そのほかの潜品質鉱物で構成されて

いる。流理構造はあきらかでな u 、 c

(2) 円山鉱山岩体

斑品: 石英。斜・長石

斑品鉱物としては，石英だけの場合が多 V'" まれに斜長右は熔脱し，輪郭だけをの

こしていることがある

石基は，細粒状の石英集合体でうずめつくされている。

なお五号ノ沢には，分布が小規模なので，地質凶中に記入していない石英粗而岩百凝灰

岩が露出している。黄鉄およで鉱染された白色散密な凝 J夫岩である c 盤ノ沢屑との関係から，

まえにのべた岩脈と，ほぼ同|時期の活動の産物と考えられる。

IV.1.3 西野層

この地層は，盤ノ沢層をおおって，丙南部山地にかなりのひろがりをもって分布する

基性火山岩および集塊岩を主要構成員としていて，岩目。岩相 lこよって，砥石沢熔岩。西

野集塊岩周および幌見峠店主;の 3 部にわけられるコ

*これらの 3 部層の直接の層位関係は，札幌凶隔ではみ ι れなし、。しかし銭函図幅では，

砥石沢熔岩に相当する熔岩が，西野層相当層のf&下部に発達し亡いるのがみられる し

たがって，この図幅でも西野層の F部としてあっかワた。西野集塊岩層と幌見峠;溶岩と

は，同一岩質を示すが，岩相によって区分した したがって 2 ワの部層は Jf-2.積の時代的

差異をしめすも，のではない二局部的には， 2 ワの岩相が，相伴って発達している個所も

ある c この場合には，各岩相が卓越した部分で l又分しである

IV.1.3.1 砥石沢熔岩 [Ntl]

同幅の司南隅に，盤ノ沢屑をおおって，かなり!よく分布し，模式的には I[! ノ沢正流に壬

達している。盤ノ沢回とは，まえにのべたように不整合関係とみられる

砕屑討をほとんどはさまない，すこぶる堅四日密な，厚い紫蘇時石 it? 通輝石支rJ汁引 '?~tt

流であるご大部分が新鮮で，鉄民色を fi;; び， )(:沢をもっている。肉眼では，長さ1. 5 mm

以下の斜長石斑品がまれにみとめられるだけで，有色拡物は識別できない

顕微鏡下の観察

斑品: 紫蘇輝石。普通輝石e 斜長石

*前1±19).
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斜長石は，ガラス・輝石を包裏し，亜灰長石~中性長石に属する。外縁部に累帯構

造がみられ，自形を示すことが多νο

石基は，ハイアロピリテザク組織をもち，暗掲色のガラスが多しその中には拍子

木状の斜長石。柱状の単斜。斜・方両輝石および磁鉄鉱粒が散， ~'~i、している

IV.1.3.2 西野集塊岩層 [NagJ

完宋川ド江 It百野部落附 511 に発達する，集塊忠および凝火質砂岩を主体とする地日である c

百野 1~f1)落 F付近のほか，発えて川右股川および中ノ島精進川口などに， hJ 部[';';に分イ Ii しているつ

模式地は，西野市落東方の発寒川右岸である

集I定岩。凝町 11' 砂、古から構成されるが ， O !f には支山岩熔 1; をはさむことがある J 集塊岩

相は，主に完本 III 下流域に，凝 ij<' 1"I'砂岩相は上流地域に，それぞれ優勢な発達をしめす。

しかし， 下流地域でも，両相が交錯する関係がしばしばみられる。また上流地域では，葉

塊吉相が凝灰白砂岩 ill をあきらかにおおう。

集塊岩は，暗灰色の凝灰質物あるいは砂質角礎凝灰質物を腰結物とし，主に合角閃石
今や

普通輝石紫蘇輝石安山岩を角擦としてふくむ c 角諜は，故密堅硬な岩石で，暗灰色をし

めし，斜長石。角閃石。輝石などの斑品がみとめられる

凝灰白砂岩は， jjE 黄灰色の中粒一粗粒の砂岩である。火山砂または粒状の火山砕屑物

で構成される(層理は比較的あきらかである、また層 i" はあきらかでないが， νちじる

しく偽層の発達する部分もみられるハ凝灰角傑岩のレンズをはさみ， しばしば安山岩塊

をふくむが，これらの様。岩 j屯の岩買は，いずれも集塊岩中の傑と日ーのものである

i町一(微鏡下の観察

集塊岩中の安山岩喋を顕微鏡でみると次のようである

(1) 模式地附近の集現岩礁

斑品: 斜-長石工普通路石。紫蘇輝石 7 角閃石

斜長石は， 2mm 大以下の白形をとるものが多く，中性長ヨ附近の成分を示すこ角

閃石は 2~3mm 大の白形佑 i誌が多く，まれに 5mm 大におよぶものがある X
/
= 決

褐色 2 /= 決緑色の多色性を示す r

石主主は，短冊状または粒状の斜長石。粒状の普通町石および紫蘇町石が， ガラスの

*模式j也には，この地層の基底部が露出するが，ここでは，合角閃石普通問石紫蘇輝石安

山岩のほかに，いちじるしく変質した交刊安山岩礁を多量にふくむ そのため一種の

“やけ"と見誤ることがある。精進川川口ではょィとされた石英粗市古。〆'ど庁長山岩。

石英斑岩。黒色頁岩。安山岩などの礁かふくむ傑27 と，その上にかさなる山色頁岩と

からなっている。この岩相は，石山 l話相に模式的に発達するもので，清滝砂岩部層と呼

び西野層に対比してあヲかつであるご

11) 土居繁椎。小山内 烈: 5JJ'分の l 石山周幅説明書.北海道地 F資源調査所. 1956.
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中に散在している。

(2) 右股川左岸の集塊岩礁

斑品: 斜・長石〉普通時石。紫蘇輝石〉石英〉角閃石

石基: ガラス。斜長石。普通輝石。紫蘇輝石

(1) の岩石とほとんど同じ鉱物組成と組織をしめすが， (1) にくらべて斑品り量が少

なしまれに石英をふくむことが特徴であるコ

IV.!.3.3 幌見峠熔岩 CNhlJ

幌見峠を中心とした山地に広く

分布する合角閃石普通輝石紫蘇輝

石安山岩であるコ盤ノ沢と発烹川

との合流点附)'1を模式地とする c

一般に，この熔岩の分布地鼠はゆ

るく起伏した丘陵性地形をしめ

し，熔岩の末端では急崖をつくる。

住状節理の発達がいちじるし

く，淡灰色のやや散密な石基をも

*った岩石である。肉眼で長柱状の 第 7 図版幌見峠熔岩 CNhlJ の柱状節理

角閃石 (6mm Iこ達するものがあ 発寒川中流盤ノ沢口附近の採石場

る)，輝石・斜長石なと、の斑品がみとめられる。

顕微鏡下の観察

斑品: 斜・長石〉紫蘇輝石〉角閃石?普通輝石>石英

斜長石は，中性長石一一曹灰長石に属する。角閃石は，一般に白形結晶をしめすが，

オパサイト縁をもりていることが多く， ときに磁鉄鉱粒状集合体に変化してν ること

がある。石英はきわめてまれに入っている。

石基は，斜長石。輝石。石英@ガラスからなり，毛せん状組識をしめすコガラスは

脱ガラス作用で結品質となってν ることが多い。

IV.1.4 第三紀末期火山岩類

盤ノ沢田および西野屑を，つらぬき，あるいはおおって発達する火山岩類として，制限

山・三角山・円山。藻岩山などを構成する安山岩質熔岩および、安山岩lq-岩脈をあげること

ができる。これらの噴出物は，盤ノ沢層および西野層堆積当時の火山噴出物にくらべる

辛 口軒;尺から小別沢に通ずる降道附近に露出する岩石は，淡緑色をしめし，外観はやや

ことなるが，構成鉱物は模式地の岩石とまうたく同一であるコ
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と，一般に，やや基性である。また御殿山熔岩・安山岩質岩脈をのぞく熔岩類は，地形的

に独立峰をつくり，それぞれ独立した旧火山地形をのこしている。

こーれらの熔岩。岩脈類は，盤ノ沢屑。西野屑との関係，および上にあげた岩質・成分上

の特徴，地形的特徴などから，いちおう第三紀末期の火山活動にもとづく噴出物として，

一括した。

IV.1.4.1 御殿山熔岩 (LgJ

銭函「之 lip 日の御殿山につらなる丘陵山止を構成する tf 通輝石紫蘇輝石友山岩で，札 1幌凶幅

では，一郎が西南地岐にわずかに分布する=模式的には発寒川右股部落 I;付近の採石場でみ

ることができる。位状節理がよく尭達している。一般に民黒色の粗しような石基中に，長

*石および有色鉱物の王在日lがみられるものと，まれに石英斑品をふくむものとがあるつ

この熔岩は， 2 個所で採石され，道時の敷石として利用されている。

*不

顕微鏡下の観察

斑品: 斜長石〉紫、蘇輝石J 普通輝石〉磁鉄鉱

石基は，ガラス基流品質で，ガラス e斜-長石。紫蘇輝石および普通輝石がみられるコ

IV.1.4.2 三角山熔岩 (L8J

三角山および山麓の丘陵山地を構成する日通輝石紫蘇輝石安山熔君であるつ三角山山体

とE陵山 Jむとは，地形にあきらかにちがうが，構成岩石はまったく同じである。盤ノ沢

屑および岡野屑をおおっているが，上限はわからないコ一般に柱状節理が発達する暗灰色

のやや粗しような岩石であるコ

顕微鏡下の観察

斑品: 斜・長石〉紫蘇輝石:普通輝石\石英〉磁鉄鉱

斜長石は，粟片双品をしめすものが多いコ紫蘇輝石。普通輝石は， O.2~O.5mm 大

のものが多し平行連品することがあるコ

石基は，ガラス基流品質組織をしめずコ粒状の両輝石，短冊状または拍子木状の斜

長石が ]pJ 部的に密集し，日源捕獲岩様の集合体がふくまれていることがあるつ

IV. 1. 4.3 円山熔岩 (LmaJ

独立したドーム状の円山を構成する紫蘇輝石安山岩熔岩であるコ円山は，地形的には，

*例えば左股左岸の採石場に露出する岩石には石英がふくまれるコこれは黒色をしめし

外観上模式地のものとことなるが，石英以外の鉱物組成は模式地のものとまワたく同

ーであるコしたがワて，同一火山活動の産物と考え，地質図では同一色に塗色してあ

るコ

料 詳細は銭函図幅説明書にのべてあるので概略を記載する。
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貫入岩体あるいはドームとみられるが，円山南麓で，盤ノ沢!再をおおっているようなので，

いちおう熔岩流としてあっかう c 模式的には，円山山頂周辺に露出し，柱状あるいは板状

の節理が，かなりはっきりとみとめられる c 外観は，淡褐色を呈し，有色鉱物が散在する

岩石である。

顕微鏡下の観察

斑晶: 斜-長石〉紫蘇輝石〉磁鉄鉱〉角閃石?

斑晶として， 1.2mm 大の，角閃石らしい結品形をもっ鉱物が入っているが，ほとん

ど鉄鉱物。粘土鉱物に突っていて，角閃石と断定できない。

石基は，ガラス。細粒状の珪段塩鉱物斜長石および輝石などでうず、める j民間組織を

しめす。ガラスは禍色をしめし，微細な毛状のマイクロライトにとむc

IV.1.4.4 藻岩山熔岩 (Lm]

藻岩山を構成する安山~'it#岩である c 藻岩山は，地形的にみても，またI噴出物が西野田

をおおっている jえからみても，熔岩流によって構成されていることはまちがいない。しか

し，全体が一様の熔岩ではなく，鉱物組成によって，次の 3 種に区別される

(1) 普通輝石紫蘇輝石安山岩: 模式地は，馬頭西方および学大西墓地裏の山地 3 肉

眼でみて， a) 暗灰色の石某中に，多量の細粒斜長石。有色鉱物のみとめられるもの C

b) 灰黒色をしめし，斑晶は a) より大きな斜長石の入っているもの， とに区別され

る。

(2) 含石英かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩: 模式地は，藻岩山山頂。八主別沢東

方の山地。柱状節理の発達が良好な，灰白色の岩石 c

(3) 含石英普通輝石紫蘇輝石安山岩: 模式地は， 藻岩山山頂東方山麓ョ灰黒色をし

めす石基中に，斜長石の大きな桔品および石英がみとめられる岩石 c

これらの 3 種の岩石は，分布砲囲および相互の関係があきらかでな l )c したがって，一

括して，比較均広く分布するとみられる(1)の岩石で代表させである c

顕微鏡下の観察

(1) 普通輝石紫蘇輝石安山岩

a) 馬頭附近の岩石

斑品: 斜長石>普通輝石=紫蘇輝石

斜長石の成分は，百灰長石附近のものであるごアルパイト式双品の発達が目立つ。

石基は，ガラス。斜-長石。普通輝石。紫蘇輝石。磁鉄鉱などからなり，ハイアロピ

リテザク組織をしめす。

b) 学芸大学西の墓地附近の岩石

構成鉱物は， a) とまったく同一で、あるが，石基の組識が守口やことなる c ピロタキ

シケザグ組織をしめし，流理構造があきらかである c またしばしば捕獲岩をふくむこ

とが特徴的である。
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(2) 含石英かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石>普通輝石かんらん石=石英

斜・長石は，百灰長石附近の成分をしめすもので， ~~;n1; 構造の発達が U、ちじるしいコ

じんあ ν状の不純物が累;Il f状にとりまいているとかんらん石。石英はともに熔蝕され

て円味をおび割目にとむ。

石基は，ハイアロピリテザク組織をしめし，拍子木状の斜・長石および細粒の普通輝

石。京蘇輝石。磁鉄鉱などの聞をガラスでうず、めている c

(3) 含石英普通輝石紫蘇輝石安山岩

構成鉱物。石基の組織は， (1) および (2) と似かよワている亡 l ことなる，点は，円味

をおび，不規則な割目の発達した石英をふくむことである

IV.1.4.5 安山岩質岩脈 [An]

盤ノ沢一Jj;)f 奥の院pHj'iの西野層砥石沢熔岩をつらぬく，含角閃石??通輝石紫蘇輝石支山

店主-脈である。外観および鉱物構成は，西野)百幌見lilt'熔粁と類似しているが，角閃仔斑iE41

が， Ip見見Ih!;信号岩のものにくらべてやや大きく， O.7mm にたつするものがはいるご この宕

脈は， I院見峠熔引とにている点から，西野居堆積当時の火山活動に引続く，後火山活動の

産物と:方えられる

顕微鏡下の観察

斑品: 斜・長石〉普通輝石紫蘇輝石、、角閃石

石基は，斜長石。普通輝石。紫蘇輝石。ガラスからなり J民間組識に近いガラス基流

品質である。

IV.2 時代未詳火山岩

地形的にも，他岩層との関係からも，第三紀かあるいはお四紀初期の噴出か，明らかに

できない熔岩がある。これを i時代未汗火山況としてまとめる

IV.2.1 砥石山熔岩 (Lto)

図幅の河南端 i砥石山山頂部を構成する普通輝石紫蘇輝石支rJ r官である砥石山山嘩を構

成する砥石沢 J:f t~li とは，肉限でも，あきらかにことなる

顕微鏡ドの観察

斑品: 斜長石(曹灰長石紫蘇輝石、普通師石

石基: ハイアロピリテザク組織をしめし微細な柱状の斜長石 oi:;~ 禍色のガラス。

* この熔岩は石山図幅に広範囲に分布するので， 詳しν記事:は石山図幅説明書を参照さ

れたい。
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輝石・磁鉄鉱から構成されている。

IV.3 第四系

札幌図!隔地域の第四系は，洪積杭と沖積統に大別される。 洪積統の主要分布地域は，東

南部の台地であり，沖積統は北部低地に広大な面積をしめて分布するコ

IV.3.1 洪積統

洪積統の地質構成員は，火山岩類と:1:11:積物の 2 つに大別される。火山岩類は，地形的に

テイネ

第四紀初到のH責t!=Iとされている手稲熔岩である ο 堆積物は，段丘面の関係から，さらに新

旧~2 つの堆積物に大別される。旧期の堆積物とは，東南部台地の基底を構成する野幌層で

あるコまた，新期の:Lif:積物とは，野幌層の上に発達する高位。中位・低位の段丘堆積物と，

2 つの火山噴出物起源の堆積物ー←一豊平浮石層@月寒火山灰層であって， これらの眉序は

第 2表に示したとおりである。このほか，西南山地の山麓に発達する段丘堆積物。崖錐堆

積物をふくめる。

洪積統の大半は，東南部台地に模式的に発達分布しているが，これらは，いずれも南接

石山図幅に主要部が発達している。したがって，札幌図幅で取あつかった層序は，主とし

て，石山図幅で確立された。

*~，

IV.3. 1. 1 手稲熔岩 [Ue]

手稲山を構成する合石英普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩である。主要部は銭函図幅に発達

していて，札幌図幅では，末端が西隅にわずかに分布するだけである。灰白色ないし暗灰

色の堅田倣密な岩石である。

顕微鏡下の観察

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石。普通輝石〉石英

石基: ガラス・斜・長石。両輝石。磁鉄鉱

IV.3.1.2 野幌層 [No]

野幌丘陵 l乙発達する砂 e 棟。粘土層について，野 l幌層と命名されている。札幌図 l幅でも

一部が発達しているので，その命名を踏襲する。

札幌図幅では，野 l幌丘陵の西翼部にあたる図幅東縁地域と，月寒附近とに台地の基底部

を構成して分布するが，露出は常に狭小である。模式地は千歳線沿線上野幌東方の鉄道切

ネ前出 10)

料 詳細は銭函図幅でのべてあるので，ここでは，概略を記載する。
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自j りである c 野幌層と第三系および手稲!溶岩との関係は不明である c 上部は，支劫火山噴

出物あるいは月寒火山吹層に不整合におおわれる。里子幌層の分布全般を通じてみると，模

式地附;5:および月寒附近では，主に泥質相が発達しているが，野幌丘陵の北翼にあたる大

山附近では，砂質十日が優勢である。 泥質相は緑古色の砂丘粘土を主体として，粗粒~中粒

の含疎砂の薄層をはさむc 粘土は風化すると灰緑色になって，やや凝灰質の感じをしめすこ

まれに円!木または亜炭をはさむ。砂質相は，淡褐色または氏白色の，中粒~粗粒の砂粒で

*構l点された砂層である。 同結は不十分で，偽層の発達がいちじるしい。局部的に拳大の円

疎明。火山氏居。火山氏rut砂屑の薄層をはさむc これらの泥賀相と砂質相との関係が，上

下関係を指示するのか，あるいは水平的な岩相変化をしめすかは，野l院屑自体の構造が詳

細にわかっていないので，明らかでない c しかし，一般には， と・中・下の三部屑にわけ

られていて，ほぼ，上にあげた砂質相が上部に，泥首相が中部に当るものであろう。

野幌属の厚さは，露出から推定できる範囲では，わずかに 30m をこえるていどである

が，低地帯におこなった試錐の結果では，少なくとも 300m をこえている c

IV.3.1.3 支第火山噴出物十一豊平浮石層 [StoJ 一

野幌情をおおって，東南部台地に広く分布する浮石火山層がある c この火山噴出物は，

従来は，石山凝ば岩層あるいは月寒火山灰層などと呼ばれていたものである c しかしその

性格については，明確を欠く点が多々あった c 石山図幅をはじめ，支第湖を中心とした地

***hj~ の地質調査によって，この噴出物の噴出源は，現在の支須湖附近にあることがあきらか

になったこ岩相から 3 相にわけられるが，いろいろな理由から一括して，支努火山噴出物
12)13)

としてあっかわなければならない。模式的には，南接の石山図幅 lこ発達していて，札幌図

幅ではそのうちの最上部のー相だけが発達しているここれを豊平浮石屑と名付けた。

里平;手石脳は，東南台地の全般にわたって広く分布しているが，露出はせまい。模式地

は平岸某地附近。上野 II見東南方の鉄道切出 l り。室蘭街道厚別附 jfJ:である c 野幌!再をあきら

かに不整合におおっているが，その関係は土聖子幌町 N:rの沢の中の露出。鉄道切割り。立花

*このような砂丘刊は，後にのべる厚別砂諜層とまったく似た様相をしめすので，厚別
砂喋層と誤認するおそれがあるご

料 北海道地下資源調査所が， 千歳町長都におとなった試錐結果では， 野幌層の厚さは
ヨネサト

400m をこえている。また，札幌図幅内の米里におこなった結果で、も 100m 以上にお

よんでいる。

件* 樟前山・白老。壮渓味。定山渓・石山などの各図幅調査.

12) 土居繁雄・小山内 照: 北海道の熔;詰凝灰岩にづいて.地球科学 23 号. 1955.

13) 土居繁雄。小山内 照: いわゆる支努泥熔岩‘について，地質学雑誌、 vo162. 1956.
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!享別砂牒層あるいは直接月寒火山

灰層におおわれているつ

多量の浮石礁と，.支山岩の小陳

をふくみ，淡桃色あるいは灰白色

を呈する粗しような凝灰岩または

火山灰だけの，単一の岩買をしめ

す地層である。まれに炭化木をふ

くむことがある。一般に岩相の変

化はみとめられず，分布全域[こわ

。~ ? -lm

第:1 図 野幌層と豊平浮石層との境 I

A: 野幌層暗緑青色粘土

B: 豊平浮石層浮石質凝灰岩

c: 埋木，炭化がやや進んでいる。

D: 浮石喋レンズ

F-F: 不整合面，厚さ lcm~5cm の

たって，ほぼ同一相で構成されて 褐鉄鉱が，部分的にワいてν るニ

いる c 屑理をしめすことはまれであるコただ，局部自立にj手石喋や安山岩の小角諜が分級配

列して， {?~屑のみとめられることがある。

O
L

• N
5 t,o m

第 2 図 野幌層と虫平浮石層との境 I

A: 砂喋層 )
:!lIt幌層

B: 砂質粘土層)

C:.盟:平浮石層

D-E-F-G: 不整合面

a-b:A および B の境面(層面)

E-F 面そうで虫干浮石層中からさか

んな湧水がみられる。
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浮石礁は，挙大前後のものが多νが，ときには，長径 35cm 短径 15~20cm におよぶ

立方体形，不規則形のものがはいってν ることがあるさl 絹訴状の光沢をもっていて，縦

に細かくわれる特徴があり，支妨火山噴出物の中に特徴的にふくまれているものであ

るコ安山岩傑は，指頭大前後の角操状のものが多く，大部分が両輝石安山岩であるつこ

のほか角閃石安山岩。砂岩などの小礁を，まれにふくむ。この地層の上部には， しばし

ばスコリア礎(拳大~人頭大)をふくむ二基質は，粗しような火山灰または凝灰岩で構

成されていることが多いが，野幌層を不整合におおう場合の基底部には，火山灰質砂、や

浮石傑レンズ e 安山岩磯レンズ、などが発達している ο また，この場合にしばしば堤木な

いし炭化木をふくむことが特徴である

石山図幅で、[ま，支努火山噴出物 3 十日の発達がみられるが，札幌図幅地域では下J百十日 2 相

を，まったく欠いて最日立相の豊平浮石屑が，直接野幌屑をおおって発達するつしかも，

全般的にみると，北部になるにしたがって，厚さを減じ，測定できる日固では上下可山附近
売主

では 30 m~40 m，月寒件btCでは 20m 町後，厚別附近ではlO m~15 m となり，野I院丘陵

商翼地域では，大沢附;Iiを界にして，それから北には分布していない。したがって，大沢

附近が，豊平j手石fdの一次~;;Jな分イjj限界とみることができょう。

IV.3. 1. 4 厚別砂部層 [Ash]

地形の頃でのべたように，札幌 e 石rlr両 ['){jl屈にかけては， 3 段の段丘地形が発達してい

るこ札幌閃I~日の東南部の台地ば，標 25 m~100 m にわたる低位段正而に相73するごこの

段丘而は，砂礁を主とした.tit枯物でつくられているが，これを厚別砂1深層と呼ぶてJ

I ,

O~~l_ n!- ./ ~2 情

第 3 図 厚別砂諜層の不整合面

A: 厚別砂諜層

B:1!9:平浮石層

a-b: 不整合面

* この厚さの交イヒは， もちろん~位段丘面に切られているためである ο それにしても石

山図幅地域の低位段丘面の影響のなν地域から追跡してみると，北部ほど薄にする傾

向がみられる
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東南部台地全般にわたって分布しているようであるが，露出がせまいので，連続して追

第 4 図厚別砂傑層の堆積状態

A: 豊平浮石層

B: 厚別砂礎層

白色部一細粒砂，黒点部一粗粒ないし

諜質砂

c: 月寒火山灰層

P: 浮石礎(豊平浮石層によくふ〈まれ

ているもの)

甑概同府閣酒蛸仰ルi\ vII，必~

;判襲撃盤鍛rc

き三三量孟孟~
二二辺~溢記還を多量

←\イF~理寧;子市三ご;去二五~ IB

1S1Jl1計三見込fzzzb

ぬふ該宗宗主主主
~. I . ? . ~m

おおわれている。

豊平浮石屑の上に直接のっている

ため，構成物の大部分が，豊平浮石

層から由来したと考えられる火山氏

質物質からできている。すなわち，

火山灰質砂を主体とし，豊平浮石屑

から洗い出され分級されたと思われ

る安山岩の小棟。 j手石疎を多量にふ

くむc 一般に灰白色を呈し，礁の分

級がかなり良好で，葉理や偽層の発

達がlJ ちじるしい。

礁の大きさは拳大をこえること

はなく，指頭大前後のものが多

い c まれに浮石の長径 40cm 以上

にもおよぶ巨礎をふくむことがあ

る c 基質の砂は，石英粒・輝石粒

・浮石粒などを主体とした粗

粒~細粒のものである。

この堆積物の厚さは， 最高 7

m あるが，この厚さをこえるこ

とはないc ほとんど 3mlTfH麦の

厚さで露出する。

厚別砂牒層の分布は，札幌図

幅地域だけにかぎらず，石山・

恵庭図幅地域など，かなり広範 第 8 図版大谷地東南方千歳線沿線の厚別砂傑層

固にわたって分布している。そ の露出，大きな偽層がみられる c

跡、することはむずかしい。もっとも標式的な露出は，南接の石山図幅厚別市街(清田)附

近にあるが，札幌図幅地域では，千歳線月寒~大谷地~上野幌聞の鉄道切割りの各所でみ

ることができる。豊平浮石屑を不整

合におおい，上部は月寒火山灰層で
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の分布高度は標高 100m 以下 30m 以上の範囲であり， しかも 30 m-lOOm の平坦台地面

を形成している。このような分布および分布高度，段圧面と考えられる平上E面を構成して

いる点から厚別砂疎層は， 30m~lOO m の低位段丘の堆積物とみることができる c

IV.3.1.5 藻岩段丘磯層 [TrJ

藻岩山の東北山麓には，狭長な標高 80 m~lOO m の平坦面が発達している c この平坦面

は，砂・礁を主とした堆積物でつくられているが，これを藻胃段丘棟屑とした。

この平坦面ば，国の高度から，あきらかに東南部台地に発達する低位段丘面につらなる

したがって，藻岩段丘疎層は，やはり低位段丘堆積物の一民と考えられる c

*IV.3.1.6 崖錐堆積物 [TIJ

西南部の IlJ 地の山麓をめぐり，川にむかつてゆるく傾斜した平坦面が発達しているハこ

の平坦商の構成物は，背後山地から崩壊した岩塊や砂。粘土などであるとこのような堆積

物を一括して崖錐 J町長物とした。

地形的にみると，この平坦面の侵蝕ていどは東部台地の低位段正而の侵蝕度よりややお

とっているようであるこしかし，沖積面と崖錐堆積物の面との問には，比百 5m~ lO m て

いどの段がみられ，崖錐堆積物面の末端は，一種の河岸段丘の様相をしめす c ただ藻岩山

北東麓のものは，まえにのべた藻日段丘面につながって，発達しているようである c

IV.3.1.7 月寒火山灰層 [TkJ

この地屑は，大谷地黄褐色村i土屑と呼ばれていた地層であるが，模式的には月寒台地に

発達している点および火山民起源の堆積物である点を重視し，月宋火山灰層としたと

東南部台地上には，ほとんど全股可に分布するハしかし主要な分布は，石山。恵庭図幅

地域にあって，札幌図幅には，北限の一部が分布するだけである亡札幌図幅地域で，模式

的には，月寒台地各所の道路切割りで観察できると野i幌明。堕平浮石屑および厚別砂礁層

を，不整合におおって堆積している

いわゆる赤土といわれる地層で，このJ塩崎では，構成物のノミ半は黄褐色の粘土である c

石山|司幅地域まで分布を追跡してみると，粘土化が十B-でなく，火l-!jf去の組成をのこして

いる」また，粘土化の進んだものでも，顕微践でみると，火山氏の組成がみられる c 層理

はほとんどしめさないご少量の浮石市fa片。石英和iff止などを肉眼でみわけられる。屑厚は一

定しないが， 2m をこえることはないようである ζ

この地層は，石山[寸幅地域を通じてみると， 標高 20m ていどから 400 m 以上までの分

布高皮をもっC またほぼ現地形面に平行して堆積している〕粘土化の状態は，標高 50m

*地質図では，崖錐としてとりあワかつてある
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第 5 図 畳平浮石層。厚別砂諜層。月寒火山灰層の関係

A: 豊平浮石層

B: 厚別砂諜層

c: 月寒火山灰層

以下の地域で進んでいる。月寒台地の最低面上にもみられるが，沖積面上では識別が岡崎

であるつさらに火山灰起源であるというような点から，空中を飛来した火山氏であり，そ

のfft積時期は，低位段丘面が段化する途中，沖積面形成前であろうと考えられるコ

IV.3.2 沖積統

札幌図幅のたは，沖積平原一一いわゆる石狩低地帯ーによってしめられる士したが

って，この沖積平原を構成する<r! l積杭は，この図 l隔では重要な地質構成員の一つであるつ

;中債杭のよ佐官 i機構や Jill 問状態をつぶさに矢口ることは，いろいろな地質学汀問題を解決する

鎚となるばかりか，地下点。天然ガスおよび泥炭などの，第四紀生成資源の開発の而に，

あるいは農耕地改良の i函にも，重要なことである。このような， <Ill 積杭の調査研究には，

組識功。科学?なな調査研冗を必要とするが，今回の調査では，日数と人日に制約され，十

分な成果をあげることカ、できたとはいえない。今後の調査研究を期待し，ここでは，まず

この地域の沖積世の地自問題をとくうえに重要な，地理的要素の概略をあげ，ついで地質

構成員の説明を加えることにする。

IV.3.2.1 低地帯の地理的概観

月寒台地あるいは円山。藻岩山などから，石狩平野を展望すると，美しく整理された田

園，それらを切る複雑に蛇行した河川，低地骨にむかつてひろげられた扇状地，あるいは

所々にのこされた削沼などが，目につく。これらは石狩平野に，北海道独特な風情をあた
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える， lit)型的要素の一端をつくるものであろうコ

扇状地: この地域には， 五しい1}l~}f;'jbJな扇状地が，きわめてよく発達しているコこれ

らは，西南地域の山地から流入する河Jl l によって形成されたものである。もっとも大きく

代表はなものは，豊平川でつくられた札幌回状地である二このほか，琴似Jl! ~発寒川によ

っても，かなり大きな扇状地がつくられているコ

河川: この地域には，石狩川や豊平川をはじめ，犬小の河川が，かなり複雑な;五時

をもって流れている)現ιの低地帯を理積した町村ば，大部分がこれらの河川で運びこま

れたものである。したがって低地帯は各河川の沖積平原とみなければならない。このよう

な立味でも，この地域の河川は沖積世の地史のうえで，重要な役わりを受けもつコ

各河川ごとの rrjl積平原は， rrt1積物の相違によって，たまかではあるがあるていど区別す

ることができる たとえば丘it附55:にみられる民耕地は， j虫特な堆積物で構成されていて，

豊平川の ，;~E搬物であることは，まちがしユないさそこでは，農産物も独特である。

また<9 1積平原の地史にとっては，河川の流山支持が重要な役割りをはたすO 低地帯に流

れこむ存河川は，傾斜!芝低ドと流速低下にともなって，あるいは増水@洪7jUこともなって，

自由に流出の変更をおこなったようであるその山ごとに堆店物をのこし，現-(I:見られる名

ごり川や河跡川をのこしているつまた自主のほかに人工的な河川切換えによっても，

かつての主流が取哉された名ごり川がみられるつ低地市の地理的特徴の一つには，これら

の名ごり川 e 河跡目jの「手作も忘れることはできないコ

名ごり川の代表的な一例は，伏笹川であるーこれは虫平川の旧主流であワたことは，

史実にもあるていどのこされてV る←また河跡i胡の代表としては，豊平川の残したそエ
今+

レ j召があり，図幅北端には，石狩JII の残した 2， 3 の河跡湖がみられる c そのうち茨戸湖

は，石狩JII の人工的な切換えによって，もたらされたものであるつ

札幌近郊の湖沼: 上にあげた 2， 3 の河跡目の現況について，同沼学的に簡単にのべて

おく。

モエレ沼一 札幌東北方約 Skm の地、にある 環状に近い細長い三日月形の河跡湖

である 沼の深さは1.2 m~1.5 m で融雪期には，わず、か増水するようであるハ沼の周辺
本不

は， ー引に泥炭j止であるため噌 71<.色は褐色をおびている 夏期の pH は 7.1 で，ほぽ

中性をしめしているが，過マンガン酸カリ消費量は 63.0 mg/l におよぶ。底質はやわら

かむ、泥からなづて ν るが，場所によって，粘土のところもあるコ底棲EJ物のおもなもの

*茨戸公園として署名であるの
料 1953 年 9 月 4 日，北JII の測定っ

14) 休一正: 札幌附近の沼巡り.陸 7K 学雑誌、. 4(4) 129~135. 1935.
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は ， Anadontαωoodiαna (ドブガイ)・ Unio douglasial(イシガイ)のほか ， Viviparus

rnalleatus(Reeve)(マルタニシ)もみられる c なおコイ@フナ。ウグイ・スヂエビなど

も棲息している。沼の周辺の植物帯は，典型的な湿原植物から構成され，次第に沼の水

域にむかワて侵入をはじめている c このため，沼は外側から次第に埋積されつつある亡

第 6 図はその植物景観をあらわしたものである c 沼のまわりには，エゾヤナギが成長し，

7Ie域に近づくと，キタヨシが密生する c さらに浅い 7Ie域で、は，ネムロカワフネが優勢と

なる。このような景観を沼の南端までおってみると，すでにヨシで坦積された笛所がみ

られる。第 6 図はその状態を示す c すなわち中央部は，ほとんどキタヨシで埋積されて

いるが，そのタト側にはヒラギシスグ帯， さらにヤマヌカボ帯。ヒメムカシヨモギ帯など

が発達している。 7Ie揚場附近には浮島の小規模なものが発見できる c

I 鵡私 mmmmMJ/

E 淵物棚賜例7
第 6 図 モヱレ沼の模式断面(植生を示す)

I:モエレ沼南部 ][:北部南岸

1:ヤナギ 2: キタヨシ 3:ネムロカワフネ

4: ミソハギ 5:ヤマヌカボ 6: ヒラギシスゲ、

以上あげた植物は，沼が滅び，泥炭地を形成する過程のー植物景観をしめすものであ

ろう。
#

ベケレツト沼一一図幅の北端茨戸の東方約 2km の地点、にあるこ沼の面積はごく小さ

いが，石狩川の河跡湖とみられている。水深はきわめて浅く，わず、か 50cm~70 em で

**ある。7Ic色は禍色で，夏期の pH は 7.0 であった c 底質は砂質泥であるが，坦積量はき

わめて多量のようである c 棲息動物としては，コイ。ゲンゴロウブナなどが養殖されて

いる。沼の周辺の植物景観は，さきにのべたモエレ沼と同様で，エゾヤナギ・ネムロカ

ワフネ・キタヨシなどが主なものである。ただ沼の中央部に浮草の密集していることが

特徴であるつ
fンモ 7グイ

下福移西方の沼一一下福移部落西方約 2km の地』台、に，ーヲの小さな水域があらわさ

れているが，現在ではすでにヨシで埋積され，わずか中央部に水域を残しているだけで

ある 0 ・つまり湖の一生の最後の時期が， この沼でみられるのであるが， ヨシの密生にさ

*一般には知られていない，札幌近郊の水郷として，茨戸湖とともに快適なところである c

料 1953 年 9 月 8 日，北川測定ご
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またげられ，詳細な観察はできなかワたコ

砂丘: 低地帯のもっとも特徴的な4理叶要素は，この;也域の北東端につらなる砂丘

である J この砂丘は紅葉山砂丘と呼ばれ，わが国の内陸砂丘としては，大きなものの一つ

であるつ

IV.3.2.2 低地帯構成堆積物

低地帯の構成員は，まえにのべたように，海の営力にもとづくと考えられる海浜堆積物

と，石狩川。豊平川はじめ低地帯に流れこむ大小の河川ではこばれた，河Jfl ;r£( 搬堆積物お

よび泥炭層に k.別することができるコこれらはさらに朝日分されるが，この区分には土壌学

の立場に立った調査にたよらなければならない。したがって，札幌閃幅にあげた低地帯沖

･

積杭の灰分は，山田忍の土'H:12S]にもとづき，筆者らの調査結果をあわせて，編集したもの

であることを明記するつ

土内調査にもとづいたため，各旧の境界は，かならずしも実際とは一致して l)ない場合

もあるコ さらに主として lm~2m の去何の土壌を調査の対象とするので， 2m 以下の地

質についてほとんど不明であり，各相の厚は，多くの場合あきらかでなし) 0 また各十日の:t[

積時期や相互関係は，だまかには推定されるが，厳密な時期や関係をあげることは不可能

であるムただJ也史山こたまかにみると，海浜Jfr積物一一一河川運搬堆積物-泥炭土という

JiI!1序をへて，現在の低it!!.;jB;が形成されたと考えてもさしっかえないようである c そこで，

以下には大よそ上にあげた順序にしたがって，堆積物各相の概略の説明をあげる。

IV.3.2.2.1 海浜堆積物

紅葉山砂丘を構成する紅葉山砂丘砂(]胃)と，砂丘の海岸担 IJ に発達している花畔砂壌土

をふくめるコ

紅葉山砂正を境として，その内陸側と海岸側とでは，表屑土壌はまったくことなるコす

なわち海岸問 IJ には，内陸側にみられるような泥炭の発達は良好でな l)o また海岸側では，

大部分が表屑からただちに海浜の砂層である。これに反して内陸間 IJ には，このような砂層

の発達はみられないコこのような堆積物の対立の喧となっている砂丘と，その前面の海浜

堆漬物は，あとでのべるように，地史的にも重要な意味をもっつ

i 紅葉山砂丘砂(層) [SdJ

手間町下手稲の新川橋附近から，北京に細長く連続する紅葉山砂丘を構成する砂および，

その下部に堆積している砂陳居について，紅葉山砂丘砂(層)の名称を与えた。

* 前出 5).
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上部の砂丘砂は，風成堆積物とみられるが，下部屑(砂疎屑)

は，確実に水の影響をうけて成屑して~ )る。したがって，厳密

にはこれらを一括しては取扱われないが，地史的たちばから，

両者は密接な関係をもっているので，ここではまとめであっか

うことにした。

砂丘の構成砂は，細粒でしかも等粒であることが侍徴的であ

る c 砂粒はかなり円磨されているミ一般に等粒ではあるが下部

の砂粒ほど，肉眼でも区別できるていどにあらくなっている J

色は黄褐色ないし白灰色であるこ砂正砂の粒度分析の結果は，第 4 表にあげたコまたこれ
本

を積算曲線図にしめすと，第 7 図のようになる c 合級係数 So は1. 15 であり， きわめてよ

く分級されていることがわかるの砂丘砂として取ほわれるものは，下部疎屑の上司;かると

みなしてよい。したがって砂丘砂の早さは，砂庄の形態 c旬低)にしたがって，まちまち

であるが， 10 数 m から数 mに変化していることになる

-/・ 07 'OS
m刀1 ‘

f ・7 ・5 ・3

{オ性 経)

ーー ー

←ーFU
一 紅普山砂丘 i

一ー厄持海岸砂丘|

』

戸
jJ〆

グ

.
0
:3 2

20

/00

4-0

60

80

第 7 図 紅葉山砂丘。石狩海岸砂丘砂の積算曲線 l泣

*分級系数 So は 1/忌万己工で、示される c 但し， Q, ~ 25;:;; を示す粒径 Q3:75Q';; を示す

粒径 c したがって， So=1 に近づけば近づくほど分級良好となるの
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現在の石狩海岸にも，きわめて顕著な砂丘が発達しているが，紅葉山砂丘砂L 石狩

砂丘砂の粒度を比較してみると，第 7 凶のようである。これからみてもわかるように，

ほとんど同じようである c

第 8 図紅葉山砂丘礎層分布凶

。

50

Je ゆ

E

紅葉山砂正の下部を構成する棟府について

は，すでに知られていたが，その分布や性質

については発表されていなかったこしかしこ

れも，準者の 1 人。北川の調子主によって， ほ

ぼあきらかにすることができたここの陳N§j

は，紅葉rJ r砂丘のi有~;§ Y~lf 0 新川の切割りで，

一部がよく観察できるつまず砂陳屑の水平分

布は，ほぼ砂丘の延長方山]と同じであること

第 9 図第 8i三lAlj、柱状 iHi面 i'SJ

I:喋層

立:黄禍色砂。前状砂鉄をはさも。 F部は偽

層力川、ちじるしいの

][:火山灰質砂

N: 褐鉄鉱イ七帯

V: 表土
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第 9 図版紅葉山砂丘の下部操層の露出

第 10 図第 8 図 B ， s':柱状断面 lヨ

I:傑層(径 5em)

IoN: 砂

10.:挟在礎(径 10em 士)

Iw

、‘

手、

.・ τ ←一'., 一 一一、 目、.-.

.'・・ v

。

s-o

150
em.

¥00

A点では喋粒は上部ほど大きし下部になる

にしたがヲて小さ u、。第 9 図は A点での柱状断

面図である。これによると磯層の上部の黄褐色

砂層は，いちじるしく偽層が発達している。こ

の偽層にそワて，砂鉄粒が並び縞状になワてい

るのが特徴的である。またこの偽層は，探層中

の基質の砂に連続しているのが観察できる c し

たがワて傑層上部の砂と操層は，同時期の堆積

物であることがあきらかであるつ A点では確実

にはわからなかったが，砂丘砂はこの偽層の発

達した砂層を，おおワているようである。 B 点

では， 第 10 図に示したように， 最上部に直径

10em ていどの大きさの円撲が，ほぼー列に配

し， そこから 10 em~20 em-f部になって，諜

層になることがわかづたコ礎層の擦の大きさ

は，最上部が拳大よりやや大きく，下部になる

と卵大ないしそれより小さめの擦が多くなって

いる。擦の形は大部分が偏平で、あって，現在の

る。

*がわかっナこ。第 8 図は牒屑の平

面巧な分布を示す。わかった組

問では，疎層分布の幅は 50 旧

~100m である。厚さは正確に

はわからなかったが，おおよそ

2m 十ていどである。疎層の垂

直的な形態は，つまびらかでな

いが，地表下 1 m~1.5 m のと

ころに，牒層の最上部がある。

次に陳居の堆積状態は，第 8 図

A点およびB点での観察によると，次のようであ

本 5m のハンドオーガーを使用して，砂丘全般にわたる点について調査した c ハンドオー

ガーの性能によワて， 傑層に当るとそれ以上掘進することが不可能である。 したがヲ

てこの場合にも磯層をうらぬくことはできなかワたっただ砂丘南西端で，砂利採掘の

ため，掘さくした資判によると，諜層の厚さは 2m斗であるということであるつ
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海岸にみられる礁と類似しているョ礁の種類はおもに普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

そのほか桂岩。石英粗商岩質凝灰岩。頁岩なども多少ふくむc これらの喋の母材は，図

幅の西南部の山地にみられる第三系の地層と火山岩‘類と考えられる。

"ンナクロ

ii 花畔砂壌土 CBs]

本

紅葉山砂正の海岸側に!よく分布する砂壌土あるいは砂につけた名称であるつもっとも模

式的には，紅葉山砂丘.の南西端 F付近から北河の新川沿いでみることができる。

この砂壌土(ま，その起因があきらかに砂押である。新 ]11 沿いの断而でみると，砂 l張土の

下部が j事I移的に砂押(現ィ主の海岸でみられる砂と類似している)になっていて，あきらか

に，砂壊土と下部の砂田とは同 . nれUJ の :!-H:fif 物であることを示す J 第 11 区iは新川沿いに

みられる一つの断面である。これによると最ヒ部には，尼皮が厚さ 15cm ていど堆積して

おり，その下部には， !J 店、 i， ']t s， 発達をみせる褐鉄鉱層が堆積している c 泥炭あるし.，は褐鉄

。

第 11 図 新川沿いの露出断面，沼鉄鉱山と泥炭の堆積

がみられるつ

H: 表土 p: 泥炭 L: 沼鉄鉱 w: 灰白色泥質砂

S: 砂

細管(ヘー 2mm) 中の粘土
土性名 l

I (く O.Olmm) 合有量%

砂土(Sand) く12.5

砂titf土 (Sandy Loam) 12.5~25

2哀土 (Loam) 25~37.5

埴壌土 (Clay Loam) 37.5--50

埴土 (Clay) ｻ50

* この名称は，土性をあらわす意味もふくめて，土壌調査で一般に用いている名前をとっ

た。これからのべる各単積物の名称は，すべて同様である。

機時分析によワて決定する土性名は，国によワてことなる c 日本では， 1926 年日本農

業三合法によワて次の去のようにまとめられている。

なお細土のうち，砂が%以上 一一

あるときは細 (fine) ，軽しよ

うな土壌物質には軽(light)

と形容詞をワけ，原土中礁が

50;0，;"以上あれば傑土@腐植が

20.? ，;"以上あれば腐植土とい

う。

15) 菅野一郎: 土壌調査法，形成選書 1953 参照.
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*鉱屑の下位には，厚さ 20cm ほどの白灰色の砂壊土があり，その下部は，海浜にみられる

砂と同様な砂で構成された砂層となっている。下部の砂層は，肉眼的lこはほとんど性質を

かえないで，海岸まで連続する。この砂を一定間隔地点で採集して，粒度をしらべてみる

**と，第 6 表のような結果になる。

第 6 表

|\地点 No·1
, •-''''~ I1 I2 3 I4 5 I6 7 8 9 I 10

1粒径 mm "'I

砂w; 山51 同同向阿幻郎附吋3臼叩5貯7巾l同8吋1. 7印7け村7〈(ス山一}丸M問吋7刀科73:79

砂 0.2お5~0ωO 閃5 i1日5.9叫8司11凶6.0ωOq| M 7叩o 1口7.2矧5司|問ω 8何7司i少戸22.7吋5司i 41 悌 2却9.9侃5 i 5 1.21 1 4叫4.677

土 0.05~0.01 I 0.7612 引 0.961 3.521 2 何 2.961 3 同 4 科 3741 2.96

註: 紅葉山砂丘南西端を基点 No.1 とする c No.80 No.90 No. 10 は現在の小

樟内海岸，数字は%

これからわかるように，内陸側は粒度が粗く，海岸に近づく程細かくなっている。さら

に分級のていどは，内陸側ほどよく，海岸に近づ、くにつれ，わるくなっている c このよう

な事実は，内陸側が陸化し，それにともなって風化作用をうけ，その結果粒径がそろった

ものと思われる。しかも表層ほど細粒になり，砂壌土化したものであろう c なおこの砂壌

土は微酸性であるが，下層の砂は酸性をしめさない c 一般に腐植にとぼしく，植物養分に

かけているが，畑地としては，それほど不良でな )0 ただし水田としては，保水不良なの

で，この点に留志する必要がある。

IV.3.2.2.2 河川運搬堆積物

この堆積物は，紅葉山砂丘の内陸{員.IJの低地帯に広く分布する。さらにしユくつかの相にわ

* この白灰色の砂壌土については，今後十分研究する必要がある。すなわち，一見ポズ

ゾル土壌ともみられるので，詳細な性質をしらべる必要がある c もしポズゾル土壌だ

とすると，いろいろ興味深い問題が引き出されるが，ここではふれないことにする c

ポズゾル (Podzol) とは，ロシヤ語のゾラー(灰)に由来する言葉である。ポズゾ

ル土壌とは，上部は落葉堆・酸性腐植で，その下層にはきわめて薄い暗灰色の層。淡

灰色層(漂白層)・暗補色の厚い層・黄補色の層。淡色の母材などが，順次特徴的に断

面で識別できる。植被は針葉樹，日本ではヒパ。コウヤマキがおもなものである c 冷

温帯の湿潤地帯のものである o

料 湊正雄氏の採集資料を，日本農学会法によって，淘汰分析したものである。資料の提

供を許された同氏に深〈感謝する。分析者北川芳男。
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*けられるが，それぞれ江搬堆積させた河川別に，大まかにまとめることができるご代表的

**には，石狩川の堆積物。豊平川の堆積物・ヲを寒川の堆積物などである。

i発寒川水系: この水系による fir:私物は，篠時埴土および発寒川扇状堆積物である

主として完本川ではこばれた堆積物であるが，そのほかに石狩J[[。県平川。琴似urI 。中ノ

川などの疋搬物も浪人しているようである

i.l 篠路埴土 [Sc)

紅葉山砂丘列の東南に広く分布する埴土区を，篠陥埴土とよぷc おもに発寒川の沖積土

と考えられている。

一般に，上部は腐植をふくむ粘土であるが，新琴(以の西部地同から篠路にかけては，腐

植買はきわめて少い。また石狩街道二番通りから円番通りにかけた附近では，比較はやわ

らかな埴土となっている。さらに発寒川と新川の合流点附)IJ:では，火山).::(1'[であって，細

かい浮石片が散点しているのが特徴的であるこ一般には褐色または I~!(褐色を呈するこ下部

は全般!日jに灰色ないし IF褐色を呈する粘土て、ある手このうち発宋川と新川の合流地点から，

北方にむかつて分布するものは，やや名粘粘11九i'l陀「

の北方;地主j崎戎および紅葉山砂砂、丘の南端附j近Eでは ， if己皮質のH百褐色粘土となっている

i.2 発寒川扇状堆積物 [H fJ

売寒川によってつくられた扇状地の堆積物であるご

一般に，表屑は腐植にとむ埴 --i 二からなり，その下部は埴壌土ないし壌土となっている

これら去百 I: 壌の下部は，人頭大ないし挙 k11U' 後の疎開となっている。表土の埴土居は，

だいたい上流ほど薄くなり，右股あるいは左股附近では，表土にも疎を多く含むようにな

るこ 下部の牒層は，一般に下流ほど粒!豆が小で，琴似市街地では，多呈に砂を混入してい

るこ礁の大半は，上流地域から J'Eばれたもので，主に安山岩棟。同質集塊岩棟および第三

系i尼岩~頁岩の疎からなっている c

ii 石狩川水系: あきらかに石狩川の ii/ r積士とみられるのは，石狩川沿岸に発達する

埴土区である。

ii.l 石狩川沿岸埴土 CIs)

石狩川沿岸に発達する埴土を一括するこ

表層部も下層部も，黄褐色ないし!七 I( 褐色の埴土からなっている。下部になるほど，やや

* 山田 忍: 前出 5) の文献にもふれてある。それぞれの河川は流域面積り大小によ

ヲて供給物がことなっているので，当然准積物にも，相異があらわれることになる c

林 ここでは，霊平JII ・発寒川。琴似川などの扇状堆積物もふくめてあっかう。
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椴密となる。また石狩川の下流にむかつて，粘土質となる傾向がみられる。 泥炭地に近い

部分では，泥炭土をまじえ，暗褐色を呈することが多い。一般ι有機物にとぼしいが，比

較的肥沃な土壌といってよい。

iii 当別川水系: 石狩川北東岸。当別川東南岸にわずかに分布する埴土区で，当別川

および一部は石狩川でもたらされた沖積:とと:考えられている。

iii.1 新篠津埴土 (She]

上にあげた地峨 lこ発達する埴土を一括して新篠津埴土と呼ぶ。

一般に表屑下回ともに，埴土とからなっていて，排水も比較的よく，優良な水田 IrlJ土壌

とされている。

:t

叱

3,L ).長

告褐色針

~

補色物粒砂
(本庁坊を)

iv 豊平川水系: この図幅地域の主要河川の一つ。豊平川の沖積土であることが，あ

きらかなものを，一括して豊平川氾瀧原堆漬物とした。乙 O

の堆積物は，図幅の中央部にもっとも広z砲な分布をしめし，

北部札幌埴土。丘r~(埴土および札幌扇状堆積物の 31刊に医

分することができる。しかしこれらの各相は，時期的には

ほとんど同時期とみられるものであり，また居位関係も，

ほぼ同q寺異相均なものと考えられている。

iv.1 北部札幌埴土 [Tn]

札幌市街北 5 条附近から北部。新琴 i~ 附j'iにかけて分布

する。

表層は一般に腐植にとむ埴ごとであるが，下層部はいわゆ

る埴土となっている。ところによって，泥史土をはさむ。

札幌市街北 24 条附近の観察では，表層は低位泥炭である

が， 2m 下部では黄褐色の砂となっているコさらに下部に

なるにしたがって，青色砂になっているつなお上部の泥炭

層は，第 12 区iのように粘土あるいは砂丘粘土(埴土)の中

にはさまれているものであるつしかも泥宍層の中には，か

なり大きな埋木(流木とみられる)の散点していることが

特徴である。 第 12 図北部札幌埴土区
オカタマ [Tn] の柱状断面(北 24

iv.2 丘珠埴土 (To] 条西 6 丁目附近)

伏桑川流域一帯に分布する土壌について，名付けたものである。土性首によると，さら

*前出 5).
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に伏寵川流域に分布するものと，モエレjE~西角山附;5:。札幌刑務所附近およびj罷木西南

しかし，ともにかつての豊平川の方附;5:などに分布する土壌を，それぞれ区分しているこ

本流とされている伏寵川が，現在の豊平川本流に流同を変更したときに堆積したものとさ

したがって，ところによっては， I尼皮!晋をおおっている場合があるれている

細粒砂を多くふくむので，粘土分を叩:li.fl~Fl訂正では，腐植のきわめて少い埴土である

びることの少いのが特徴的である

札幌近郊の玉ネギ栽培地は，ほとんどこの埴一七医にかぎられている

札幌扇状堆積物 [Ts]iv.3

おもに砂礁からなっているが，最ヒ部は， 2m て札帽)， J;\:1 天地を構成する堆積物である

いどの厚さの赤褐色ローム(火山氏七)からなっていて，これが扇状地の原面をつくって

岩相はきわめてはげしく土下にも， ;J<..平的にも変化しl) る

ているので，一枚一枚の堆積相を追跡することは困難であ

したがってここでは，札 l幌市内の深井戸の資料や，表層る

第 13 図は日

本ピーノレ会社札 l院工場の井戸の

/十五状図である c これによると，地

表下 61. 3 m のところに約1. 5 m

この泥炭層をの泥炭層がある

10砂璃メ普

(含水ノ普)

境として，下部はほとんど粘土

で構成されるが，上部は大部分

また味;が砂礁からなっている

14 図は北大医学部の井戸の住状

ここでも 54m のと|司である c

ころに約 2.1m の泥提!日がみら

泥棋ノ普

しかもピーノレ会社の井戸

と同様に，泥炭層の上部はほと

んど砂礁で構成される。このよ

うに泥炭層の)百平は，二つの井粘):..)脅

可

s

t

i

l

l

i

-

-

­

c

o
,,,,

の観察から，扇状地.rlt漬物のあらましをのべる

litケ J諜ノ脅
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31l 堤

青色粘土

青色砂利
奇 g 粘土

粘土居

結土 ~I 二秒
牒奨入

砂礁/普

70

80

戸とも，ほぼ同じ深度にあり， j，尼

炭日の厚さもほぼ同じである c

さらに泥炭屑の上下の岩相もに

71
m.

第 14 図北大医学部

井戸柱状断面
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ている。したがって泥炭層を同一層準とみなすことができる。そこで，いわゆる扇状地堆

積物は，この泥炭層から上部の砂牒で構成された部分とみることができる。したがって上

にあげた 2 井が，ともに扇状地の末端であることから，札幌扇状地の堆積物の厚さは，最

も厚いところで 60m~70m ていどと考えられる。また扇状地の南端近くには，西野層の

一部が露出しているので，扇状地の基盤の一部は，西野屑であることが推定される。

第 15 図は 1952 年北大医学部井戸の試誌でわかった柱状

図である。これは北部札幌埴土の分布地域の試錐結果であ

るが，札幌扇状地の末端を示す比較均詳細な資料である。

これによると，粘土。砂、。牒などが，かなり細い互層をし

ていることがわかる。以上は深井戸の資料についてである

が，さらに地表近くの観察によって，ごく新しい堆積相の

状態を知ることができる。最上部の赤褐色ロームは火山灰

賀であって，ところにより細粒の浮石層をはさむ。ときに

は卵犬ないし拳大の浮石が，ローム中に散点している。こ

のローム層は南 16 条線の電車通りを，南 8 条附近から北

3 条附近まで追跡できる。厚さはかなりはげしく変化し，

30cm~200cm となる。中に入っている浮石片は，支勿火

山噴出物の中に特徴的にみられる絹総状の浮石と，まった

く同岩質のものである。ローム層の下部は砂陳で構成され

。

to

粗ま t 砂・粘
え.§.，&
(ポ F骨)

51
m

第 15 図北大医学部井戸

柱状断面 (1952 年さく

井)

ている。全般的にみると，牒の大きさは直径 2em~3em から小豆大~米粒大のものが多

い。またこの砂疎層の 30 ern~40 em 下位からはじめて疎層となる。大体拳大~人頭大前

後の円礁が多い。 疎の種類は輝石安山岩が大部分であるが，そのほか豊平川上流域の石英

粗面岩，その他の第三系の疎もかなり含んでいる。このような表層部の一般的堆積状態の

例外として，東本願寺附近をあげることができる。第 16 図はその柱状図である。下部疎

層はほぼ同ーのものとして追跡できる。また礁の大きさは南下するにしたがって大きくな

る傾向がある。したがってこの東本願寺附近の棟層は，旧河床礁とみなして，さしっかえ

ないようである。

v 琴似川水系: 琴似川はまえにのべた河川i にくらべて，流域面積も水量も小さいつ

したがって，堆積物は河流の流域にわずかに分布しているだけである。しかしかなりみご

とな扇状地の堆積物と，その異相と考えられている堆積物がみられる。ただ地質図では一

括して琴似川扇状地堆積物として，とりあっかつてある。
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附近の柱状断面(南 4 条~南 7 条)

第 16 図

琴似川扇状堆積物 [K f]vi.l

地形の J頁でのべたように，地形均に円山公園をのせる高位の面と，その下段の，ほぼ函

館本線附近まで堆積物をひろげている面とにわけられる。前者の表層は，赤褐色ないし一員

褐色をしたいわゆるローム層で構成されているが，その下部は，人頭大~拳大の砂磯屑と

なっている。一般に下流ほど粒任が小となっているようである。礁の種類は，ほとんど琴

i以川源流域に発達する第三系の火山岩類である。後者は，前者の堆積物の異相と考えられ

ているものであるが，豊平川運搬物も，かなり混入している可能性がある。一般に，表層

は腐植の少い埴土からなり，下層は壌土となっている。北 15 条附近の井戸掘撃記録による

その下層には青灰色のと，地表下約1. 5 m 附近に，厚さ 20cm~30cm の砂疎層があり，

れ

可U



第 10 図版手稲町北東方低位泥炭

第 17 図厚別附近低位泥炭柱状断面

砂質粘土が発達しているということである c

V.3.2.2.3 泥炭土

紅葉山砂丘の内陸側には，かなり広範な地域にわたって泥炭地が形成されている c 代表
・ノ千シカワ

的なものは，対雁原里子。厚別原

野@大谷地原里子などである c 泥

炭地を構成するのが泥炭土であ

って，これは構成植物によって，

さらに低位泥炭。中間泥炭。高

位泥炭の 3 つに区分することが

できるここれらの表層泥炭土

は，いずれも河川運搬堆積物の

堆積中あるいは堆積後に形成さ

れたものである。

低位泥炭土 [P I]

北部の各地に発達する泥炭地の周辺部にみられる c 大谷地原野@厚別原野・対雁原野・

51 ん石附近。新琴{以附近。議If 6原野。花畔原野などに，代表的に分布している。

構成植物が，おもにヨ νまたはア νと樹木からなる泥炭であって，厚さは一般には 60cm

--400cm である。

札幌市の北部に発達する低位泥炭には， しばじば砂土や till 木をはさんでいる。これは豊平

川の氾濫をこうむったためと考えら

れている c また厚別附近では，泥炭

土は厚さ 4m くらいあって，第 17

図のような断面を示す c これによる

と，表層部に薄い氏白色の火山灰を

はさんでいる c これは <ql 積世最新期

の火山活動の産物とみられ，おそら

く樽前火山などに関係するものと考

えられる c

泥炭土の下層部は，場所によって

ことなるが，一般に上部ほど泥炭化

作用は進んでいない。たとえば札幌
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競罵場Hijでは，泥炭質粘土となっている。また一般には泥炭の下回は埴土である

札幌の北部に発達する泥炭

は，土砂をふくむので，地味は

概して良好である。手稲町附近

のものは，燐酸に，また琴似市街

北方のものは加里にとぼしい傾

向があるコ白石附近。大谷地原

野に発達する泥炭のうち， 131平

III に近い部分では表層が，ヨシ

。樹木。スゲの類で構成され，

分解はやや不良で、窒素が苧や少

第 11 図版手稲町北東方の低位泥炭 いが，他の養分は相当ふくんで

いるに厚さ約 60cm，その F層は約 1m のヨシ泥炭となる 他の部分は表層からヨシ泥

炭で，約 1m の厚さがある c 地味は概して不良である。ちなみに篠津附近の泥炭土層の

第 7 表

層序土色 構 成 植 物 八刀円仰午!山え I 層 厚
em

1 灰掲 ヨシ e ハンノキ(スギナ e スゲ。土砂) i 不良 30.0

2 ク ヨシ(ハンノキ@スギナ@土砂) 柏、 30.0

3 黄灰 ハンノキ。ョシ(ミヅカシノ、。ビロウドスゲ) 良 61.0

4 灰視 ヨシ。ハンノキ(土砂) 柏、 61.0

5 灰黄 ミヅカシノ、。スゲ(ヨシ。スギナ o ホロムイソウ) 不良 30.0

6 ク ハンノキ。スゲ(ヨシ。スギナ@ミヅカシハ) ク 21.0

7 グ スゲ・ヨシ(ノ、ンノキ。ホロムイソウ。スギナ) ク 70.0

8 灰 ヨシ(土砂) イ少 9.0

9 黄灰 ハンノキ(ヨシ。スギナ。土砂) 30.0

10 黄禍 ヨシ(ハンノキ。ミヅカシノ、) 52.0 十

第 8 表

分 析 成 有責

新鮮泥炭 100 分中 | 乾燥泥炭 100 分中 1 町歩深 6 す中(乾燥)貰

水 分 l734 窒 素1.8槌8 固形物 9卯O沼
有 機 物 1臼5.ω倒燐担捧B 酸 0.1口7

粗灰分 11.00 1 加 里 0.2.8

土砂分 5.70 1 石 灰 0.72
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持

断面は第 7 表のようである。また分析結果は第 8 表ょうである。 。

ii 中間泥炭土 [Pm]

おもに手稲町下手稲附近および対曜原野に分布している。表層

はワタスグ・ホロムイスグを主とし，これにハンノキ・ヨ νなど

をまじえた泥炭である。厚さは一般に 30cm~60cm である。分

解度はやや良好であるが，概して荒蕪地となっている。 z.

下手稲附近では，1Jr;位泥炭の上に薄くのワているのが観察で

きる c また篠路東方の大野附近の断面は，第 18 図のようであっ

て，ここでは 250cm の厚さをもっている。 札幌市琴似町西発
持

寒附近の中間泥炭の断面は第 9 表のように報告されている。ま 第 18 図篠路東方大

*たその分析l桔果は第 10 表のようである。 野附近の柱状断面

第 9 表

色 l 構 成 植 物 分解度 1 層 厚em

1 里 禍 l ワダスゲ 良 6.0

2 褐 ワタスゲ(ヨシ・ノ、ンノキ) 柏、 12.0

3 ク スゲ・ヨシ // 15.0

4 ク ヨシ(ノ、ンノキ) // 30.0

5 グ ヨシ ク 24.0

6 ク ヨシ(ハンノキ・スギナ・スゲ) ク 94.0+

分

第 10 表

析成 積

7]( 分 782j 窒 素 1.32 間 形 物

有 機 物 11. 39 燐 酸 0.20

粗 灰 分 10.41 加 里 0.07

土 砂 分 石 灰 l 0.73

新鮮泥炭 100 分中 乾燥泥炭 100 9t 中 ¥1 町歩深 6 寸中(乾燥)貫

77973

iii 高位混炭土 [Ph]

高位泥炭は，泥炭形成最後の段階の産物であって，一般に泥炭地の中央部から周辺にむ

16) 北海道農業試験場: 北海道における農牧適地の土壌地帯概説， 北海道農業試験場

土性調査報告第一編. 1950.

*前出 16).
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かつて形成。発達することがしられている 3 したがって分布は泥炭地原野の中央部にかぎ

られている c 地域的な圭はあるが，概して表層は主にミヅコーヶからなり，ホロムイスグ­

'/}レゴケをともなっているものである。この地域でもっとも代表的なものは，大谷地原野

・ j享別原野および対曜原野などに広く発達している。一般に分解は不良である。厚さは 1

m~4m であり，上にあげた構成植物の混合分量や， これに混っている他の植物の種類・

分量で異る，いろいろな泥炭が互屑してし)ることが知られている。

大谷地原野では，中間泥炭の上にかさなワているのがみられ，厚さ 2~2.3m となづて

ヤるコ厚別附近の高位泥炭土の土層断面および分析結果は，第 11 表・第 12 表にあげた
持

ように報告されているコ

第 11 表

Ir\.. lt.-g~ I 層厚
成 植 物 |分解度 1cm層序 l 土色 l 構

1 黒掲 ホロムイスゲ。ミヅゴケ 柏、 6.0

2 火山砂 3.0

3 掲
ホロムイスゲ@ミヅゴケ(ツルコケモモ・ヌマ

柏、 61.0
ガヤ)

4 ィク ホロムイスゲ。ミヅゴケ(火山砂土) ィク 21.0

5 赤禍 ワタスゲ・ミヅゴケ(ホロムイスゲ・ヌマガヤ) グ 91.0

6 禍
ヌマガヤ e ミヅゴケ・ホロムイスゲ(ミカヅキ

グ 91.0
ソウ e ヤチヤナギ・ヨシ)

7 里 ヨシ@ホロムイスゲ(ミヅゴケ・ヤチヤナギ〉 ィク 84.0

8 黒褐 スゲ(ヨシ・ミヅゴケ・ヤチヤナギ) ク 36.0+

第 12 表

分 析 成
G主主

在民

新鮮泥炭 100 分中 | 乾燥泥炭 100 分中 1 町歩深 6 す中(乾燥)貫

分
物
分
分

機
灰
砂

水
有
粗
土

73.60 窒

6.11 燐

20.29 加

12.86 石

素
酸
里
灰

1.03 固形物

0.09

0.17

2.19

144240

IV.3.2.2.4 現河川堆積物 (Al]

現在の各河川の河原を構成する堆積物である。それぞれの河川によってことなっている

が，一般に牒・砂・粘土などを構成物としている。南部の山地および、台地を流れる河川に

発達していて，北部低地帯では，河川が低地を切り刻んで流下するため河原の形成は良好

*前出 16).
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*でないと土性図によると，まえにあげた河川運搬堆積物としてまとめたものとは，ややこ

となった主A陀を示している

この地域では豊平川がもワとも河原の発達良好であるが，函館本線鉄橋附近まで，礁

の運搬がおこなわれ，河原を形成している。下流にはわずか砂が分布するていどにとど

まワてν る。これは，豊平川の遷移点が鉄橋附近にあることを示す事実であろう

豊平川の豊平橋附近から土流には，かなり大きな河原が(乍られていて，砂利。玉石の採

取がおこなわれている c

V 地史

以上の各章にのべたことから，この地域の地質構成が，現在見られるにいたった経緯を，

あるていど推定することが可能である。ただしこの地域の大半が，沖積杭によって構成さ

れており，また第三系については，銭函・定山渓・石山図幅に発達する第三系と，密接な

関係があるごしかも札幌図幅では，ごく一部に分布がかぎられているので，1:にあげた各

**図幅と関連させ地史を:考えなければならない

V.I 新第三紀

この地域では，いわゆる司 II 縫世以前の岩層の発達はみられない c しかしすでに定山渓図

幅であらわれているように，道南地区の各地と同様の，古生屑といわれる先第三系によっ

て，基盤が構成されているものと考える。新第三系の岩層のうち ~lil 縫統としてとりあっか

われているものは，緑色凝りミ岩と変朽安山岩を主要構成員として，鉱化作用をこうむって

いる点に主眼をおけば，定山渓・石山・銭函各図幅地区では定山渓層群。 漁rJ1U 君。手稲層

群があり，これと札幌図幅の盤ノ沢層を対比することができる c しかし盤ノ沢堆積当時の

酸性火山活動からみると，定山渓層群の豊羽層あるいは白井川層上部に相当するようであ

る a また銭函図幅では手稲層群発寒川変朽安山岩に連続するので，問題はない c 定山渓・

銭図。札幌国!隔を通じてみると，この|時期の火山活動は，少くともほぼ酸性の活動が優勢

であったようである。しかも白井川屑・豊羽層あるいは発寒川変朽安山岩にしろ盤ノ沢と

同様に，砂岩・頁岩層(札帳図幅の中ノ沢頁岩層)をはさみ，もつばら海底火山活動によ

ってもたらされたものであろう=またこの|時期の岩層分布からみると，かなり広域的な活

キ前出 5) .

林前出 9) ， 10) , 11).
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動にもとづくようである。しかし 11!f間的には連続した活動ではなく，問品t~~な!七三洋あるい

は熔岩の浴流などのくりかえしであって，その問に砂岩や頁岩の堆積がおこなわれたと考

えられる。

定山渓。行山iヌドi品では，1:にあげた副|謎世火山活動の後には， しばしば活動休止問がみ

られ，湯ノ沢何。 IJ弘、沢田および滝ノ沢屑群あるいはーノ沢!日。 jJj剖沢!百などで代表され

る，一連の堆積岩類が発達するヘしかし札幌。投開両図幅地域では，これらのいわゆる J)II

縫抗上部および八雲杭に伯当する堆積岩の分布発達は，まったくみることができない ο ー

ノ沢居。似割沢回などは，いわゆる即日貞岩といわれる世内。八雲階を示す，特異な岩f、目

グループであって，これらを堆積させた海がほぼ全道的に被桜したことを考えるならば，

札幌。民間悶l隔地叫が，まったく )!iUit店の状態にあったことを，証する f?t枢的な資料は

みつからない〔むしろ黒松内抗十日斗!日のtit{占的の削剥によって，けずりJtえられたとみるの

が妥~のようであるこ k山渓。石山rxjr!J回地lD~の八三日計il'TJ 屈の，分イIi と構造を追跡すると，

当然札I~~ 0 EHJ<i F之1 i:'記述b~にも，万イriがゆるされるコしかしわずかの距附でノ全くげIiであ

ることは，十し!院。 2日間閃幅に乃イIiする子稲田群。盤ノ沢日との問には，大きな構造線，す

なわち技同区i幅で追跡されている北北西 南南東の断屑涼が，さらに口帽子店。仲成岳

をつらねて走ることをf巴定しなければならないっしかも alII縫杭@八主統相当悩の摺曲構造

を切って，さらに黒松肉杭相当府に被起される断層構造線とみなければならないご八雲読

と黒松内統との問の削長IJ 明間には， とにあげたような，陸化一一摺Illl 断層による転移

ー 削長IJ という過程が推定され，もしこれがJ£しいとすれば，相当の長期削去りであったこ

とを示すっ定山渓図幅で，後1反剖沢 o :Jc7~狗店間隙と記載された削剥l時期が，これにあた

るー司II縫後期ないし八主WJの火山活動は，定山渓凶「隔で示されているように，おおむね石

英相両行などの酸性宕の活動であったようであるつ投函および札l院医i幅地区でも同様な噴

出物が，子市!日群。盤ノ沢層をつらぬいて噴出していて，定山渓「之1 1隔地域の活動と軌をー

にしているとしかしこれらの活動は，地域的小規模な噴出におわっているもので，多分に

上にあげた構造辺勤に関係するようである。

黒松内世はふたたび活漫な広to史的火山活動によってはじまるつすなわち黒松内涜に担当

する岩層は，天狗m集J鬼岩周。張碓)再群。石山居および商里子屈があり，それぞれやや基陀

の火山岩類によって特徴づけられるコしかも札幌。石山図幅地域でみられるように，火rfJ

性物質を供給源とする堆積岩を挟在していて，やはり海面下の火山活動であったことを指

示しているっ定山渓・銭図凶幅地域では， tit杭J吉を挟在することはまれで，おもに火山砕

屑岩および熔岩流で構成されており，この時期の活動の中心は，ほぼ定山渓。銭凶r~l幅地

- 45 ー



域にあったことを物語るむしかし札幌・石山図幅地域にも，個々の噴出源があったことを

推定できる。こうしてみると，訓縫世の火山活動とくらべると，広域的ではあるが，かな

り規模の小さな地域的活動も交えていたようである。

瀬棚統lこ相当する地層の発達は，定山渓。銭図。石山。札幌いずれの図幅地域でもみる

ととができない。道南地方全般を通じてみると，この時期の札幌地方は，すでに陸化削剥

をこうむっていたようである c しかし火山活動はなおも続けられている c だが前にのべた

各時期の活動のように激しいものではなく，黒松肉世当 11寺の火山活動の余j史的な活動であ

ったろうと考えている c 札幌図幅地域では，円山。三角山。藻岩山などの個々の火山体と

してあらわされており，きわめて小規模な活動に止まったようである。定山渓図|隔で、後天

狗岳間隙と記載されている時期が，これであって，この削主IJ期間に現在みられるような地

質構造の大様が決定されたらしいc すなわち黒松内統相当層を切る断層構造およびそれに

よる転移。黒松内統相当層以下の地層の摺曲構造，札幌図幅地域での第四系洪積杭の分布

を，決定づけるいわゆる札幌一一苫小牧問の一大構造線などは，この時期につくられたと

考える。

V.2 第四紀

札幌図幅地域で，岩質。岩木目および段丘面との関係から，古期洪積杭と考えられている

地層は野幌層である。野幌層は，上にあげた第三紀末葉の構造運動によって，形づくられ

たと考えられる堆積盆に向って，堆積した地層とみられる c しかも岩相の変化のはげしl)

ことおよび岩本目。岩買によって，堆積盆に侵入した海域に堆積した一種の三角洲士住積物と

考えられている。しかし純然たる海成を示すのは，二枚貝化石を産する下部であって，上

部では亜炭層・植物化石をはさみ，すでに低湿地化した陸域の堆積であることを示してい

る c 野幌層堆積後期は，挟在する亜実および植物化石から，ハンノキ@カンパを主としグ

イマツを伴うような，現在の南樺太と北海道北部の中間型を示す殖宝であったことが想定

されている。野幌層堆積当時にも，削長IJ地域ではなお火山活動が続けられていたことが，

しばしば火山実。浮石層を挟在することから推定される。火山地形をのこしている点で，

第四紀の初頭の噴出と考えられている手稲火山も，あるいは野幌層堆積時期の火山活動に

もとづくものかもしれないと

野幌層は新第三系にくらべると格段の差で，ゆるい構造をとっているとはし】え，石山図幅

地域に模式的に発達する段丘層群にくらべると，多少ではあるがなお傾動転移しているこ

とがみとめられ，段丘層群と野幌層との聞に構造均な一時期が劃されていることを示すc
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すなわち野幌屑堆積後の問駄8'trな隆起運動によって， 350m 面・ 250m 面などの高位。中

位段丘而が，のこされたとみることができるョこれらの段丘形成後の主要なできごとは，

支拐火山に噴出源をもっ浮石火山氏屑の降下と，その後の隆起によってつくられた低位段

丘珂の形成である。支窃火山噴出物の噴出は，すでにのべたように，熔結凝ヅ〈岩と浮石火

山花とからなるかなり旺雌な活動とみることができる。しかし札幌図幅地域では，この活

動の長後をかざる浮石火山実の噴出物によってしめられており，そのtill積環境は，少くと

もあるていどの水の影響をうけるような，水域であったことが推定される。その後，ふた

たびおこなわれた隆起運動によって，低位段丘面としてみとめた，平士旦屑がつくられてい

る乙しかしこの隆起迂動は，かならずしも一時期におこなわれたものではなく，問駄的な

隆起をおこなったらしい。低位段li1:ffiに， 2~3 段の段化がみとめられるのは，この聞の経

緯を示すものであろう c この低牝段丘形成後，この地域一円は火山灰の降 kだにみまわれて

いるーしかしこの噴出版はあきらかにすることができない。火山灰層の粘と化の状況から

みるとあるていど水域にひたされていた時期，すなわち 2~3 段の段化の途中の噴出物とも

考えることができる。

低位段丘形成11!f tこは，現在の低地帯はまだ水域にひたされていたことは勿論であるが，

現河川の明身は，この水域にむかつて旺盛な堆積をつづけ，逐次世!積作用をおこなってい

たとみなければならない。その後の若干の隆起にともなって現在の紅葉山砂丘列がつくら

れ，それによって外洋ととざされるにおよび，増々埋積の速度を増してl~ったものであろ

ういしかし居住遺跡物の産出分布が紅葉山砂丘列や現在の正陵台地の縁辺部にかぎってい

るところをみると，有史|時代に入っても，現低地帯はなお，ある程度水域におかされ，所

々に低湿地湖沼が散在していて，人類の居住には不向の地であったようである。また有史

時代に入ってからも，石狩川・豊平川・その他の河川は， しばし 1、 <[~i監し， {巳濫堆積物を

のこしながら，その!支に流路をかえつつ現在にいたったようである。

VI 応用地質

札幌図l隔地域の地下資源は，金属鉱床と非金属鉱床とに大別される c 金属鉱床の主要鉱

床は，第三系中 lと庇胎し，西南部山地に分布がかぎられているご非金属鉱床のた半ば，第

四紀に生成されたもので，主要鉱床は北部低地帯に分布している。
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VI.1 金属鉱床

全道町にみると，札幌と苫小牧を結ぶ低地帯を境として，西側は火成岩に伴う金属拡床

の発達が優勢な地域ということができる。札幌図幅地域は，ちょうどこの火成源金属鉱床

区の末端部に相当しているので，隣接の銭函・定山渓。石山図幅地域にくらべると，ぺき

な金属鉱床の発達はみられない。ただし銭関図幅地域に発達する金属鉱床旺胎屑が，十し開

図幅地域にも分布しているので， 2 ・ 3 の鉱徴地が知られており，幾度か探鉱されているつ

札幌図幅地域に発達する金属鉱床は

(1) 隣接の銭函図幅にみられる手稲鉱床と同じ裂梓充填鉱脈型

(2) 西南北海道の各地でみられる石英。硫化鉱脈

(3) 禍鉄鉱床

の 3 つに大別することができる。

(1) の鉱床は金。銀。黄鉄鉱を主要構成鉱物とする鉱床で，特に金銀はデノレノレ金銀鉱で

あることが特徴的である。この種の鉱床で，現在探鉱採掘しているのが円山鉱山であるつ

(2) は中ノ沢(発寒川支流)の中。上流にみられる。しかし規模が小さく，経済的に価

値のある鉱床は形成されていない 3

(3) は円山鉱山附近に知られているものであるが，品位。埋蔵量の点から，期待するこ

とはできない。

VI.1.1 金・銀・銅・硫化鉱床

この鉱種の鉱床で，現在稼行しているのは円山鉱山だけである。

円山鉱山

i 位置および交通

円山鉱山は札幌市琴似町小別沢上流に位置している c

鉱山に達するには，次の径路がもっとも便利である。各区間はすべてトラヅクが通ずる

円山 →小別沢 盤ノ沢
3km "/nv'400m • 300m

鉱山

ii 現況

この鉱山は，金銀鉱としてかなり古くから探鉱されてきたようであるが，その歴史はあ

きらかでない。太平洋戦争中は，銅鉱として探鉱に刀こぶを入れたようであるが，出担;を

みることなく終ったようであるc したがって鉱山のまわりには，かなりの研が散乱してい
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*るこ調査当時は 3 名で採鉱がおこなわれていた。

iii 地質。鉱床
*ヰミ

j竜ノ沢変朽安山岩中に，石英粗面岩状岩石が，岩脈状に貫入しており，これらをおおっ

て，幌見 Il f1，'熔岩が発達しているつ鉱床は石英粗 lI:d 岩状古石中に旺 H白しているコ石!定相面岩

状岩石の定向は，ほぼ東西性をしめし，鉱床もその走向に支配されている。

鉱山は， J-:却ではおよ染状であるが，下部では脈状型となっているうすなわち珪化した堅

聞な石英和面岩状岩石の中に， ~i 良県ミ状の灰黒色の部分が網状 lこ発達している。この部分

がi需品位金銀鉱であって，硫化物はほとんどみられない。樋幅は 1m~ 1. 5 m あり，走向延

長は東側に 5m ほど探鉱されて p るだけである。下部は黄鉄鉱。黄銅鉱 e 石英を構成物と

する鉱脈型鉱!末に漸移していて，この点は手稲鉱床に類似している。かつてこの部分を探

鉱したようであるが，現 ιはJ/C 道が四 第 13 表

没しているため，鉱山の規模や賦存状
資 斗"* 、、 ー

態はあきらかにすることができなかっ
銀黒状の部分 160.71 16.880

た。上部金銀鉱の 2 c3 の分析結果は，
灰黒色の部分 3.683

*13 表のようであるつただしこの分
灰黒色の部分| 45.01 4.284

析値は， }f2; 主が三菱金属札 i院事務所に

やや暗色の部分| 8.0
1

0.213
依頼しておこなったものである。

*ネ*

銀;¥状の部分の構成鉱物ほ，デノレ jレ化鉱物であることはまちがいない。すなわち浪琉酸

で紫赤色を呈するこしかしテノレル化鉱物と類似した輝安鉱。輝蒼鉛鉱などは，このような

目立を示さないコ反射顕微肢の観察から， シノレパニヤ }J2~ 。自然アノレノレ .$11; ・酸化テノレノレ;Y.i:の

3Ji.よ物が確められたご他になお末決定鉱物がふくまれている。 、ンノレパニヤ鉱は非常に微粒

のため，肉眼ではまったく識別できなく，常に日然アノレノレに伴い，特徴的な衆辺双品・反

ヰ牢本*

射多色性。強異方tl:をしめすコ

この先仁川Jの今後の探広方針としては， ヒ部鉱山は地形上から東側への延長は期待できる

ようであるョしかし西側は侵蝕されているため，むしろ下部の探鉱に重点をおくのが良策

と考えられる。

*昭和 30 年には，鉱業権者が交り，円山お山として労務者 20 名で採鉱・探鉱がおこ

なわれていた

料 交朽安山岩の珪化したものかも知れないっ

*** 石橋正夫が昭和 30 年 12 月の地質学会支部例会で報告した。

*料* 第 12 c13c 14 図版参照。
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第 12 図版 円山鉱山鉱石反射顕微鏡写n I
x200 Opennicol

G: 脈石 N: 自然テルル T: 酸化テルル

第 13 図版 円山鉱山鉱石反射顕微鏡写真 E

x200 Opennicol

S: シルパニヤ鉱
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第 14 図版 円山鉱山鉱石反射顕微鏡写実 皿

x200 Crossednicol

s: シルパニヤ鉱

VI.1.2 硫化鉄鉱床

中ノ沢中流に 2 カ日iT 0 J:流に 1 方肝， i竜ノ沢一一日通j京芸司前 に 1 カ所，それぞれ

硫化史:が露出している

中ノ沢のものは，いずれも坑道探広がおこなわれているが，首鉄主;の染した研が散乱

しているだけで，鉱物の浪集した石はみられなかったごしたがって探拡掘進の目的は不

明である

滝ノ沢のものは，注ノ沢朽安山YfllI に jj壬胎しだ，走市東西。 fi重恒 20cm の JrL脈である

多少掘;ffiしたようであるが， 1m 位のところで鍋l隔は縮少し 10cm 前後となっている J

したがってほとんど稼行の対決にはできないよ

VI.2 非金属鉱床

礼申足凶幅の北市は，すでにのべたように第四紀に生成発達した，広 jこな低地市でしめら

れているとしたがってこの低地情を構成する堆積層には，いろいろな非金属鉱山をともな

っている c すなわち次のようなものであるご
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1 可燃性天然ガス

2 泥炭

3 砂利・砂

このうち 1 および 2 の地下資源は，いずれもその生成時代が若いため，第三紀の鉱床のよ

うに大々的には利用されていないが，今後の利用技術の向上によっては，かなり賦存量の

大きなものもあるので，利用度は高い 3 このほか第三紀ないし第四紀初頭に噴出した情岩

も，石材として，札幌市の発展にともないかなり多量に利用されている。さらに東南部台

地に発達する野幌屑および月寒火山灰.屑の粘土も，棟瓦原料として利用価値が多いコ

VI.2.1 可燃性天然ガス

低地帯のガス徴は古くから知られていたが，科学2ヲ調査がほとんどおこなわれていなか

ったため，実態については不明な点が多々あった。戦後日本全同各地の可燃性天然ガス利

17), 1り， Ul)

用が重要視され，この地域にも，いろいろな調査が実施された。その結果この地域の天然

ガスの実態についてもあきらかにされつつある。天然ガスの調査には，地質調査を主体と

し，地化学探査と撃井機による試錐調査がおこなわれる。地化学探査は多くの場合，掘り

抜き井戸を対象としておこなわれる。すなわち井戸から湧出するガスを含んナご 7]\ を，化学

分析し，地下ガスの状態を究明する方法である。札幌図幅地域では，この方法によって，

大谷地原野。厚別原野および対JIf~原野地域の調査が完了している。また;式会住調査は地化学

探査の結果をもととして，もっとも有望な地域に試錐される。札幌閃幅地域では，まだ 300

m の試錐が 1 箇所におこなわれているにすぎない。

i ガス徴候

札幌近郊の可燃性天然ガスは，洪積世未期から叶 I積世にわたって，現在の低地帯を till 積

した地層の中に旺胎する，いわゆるメタン系の天然ガスとされている。札幌医 i幅内の代表

*的ガス徴{民地は，地質問中に示したが，ガス量による区分徴{民地は第 19 図に示したっこれ

17) 斎藤昌之ほか 5 名: 北海道天然ガス調査報告第 1 報. 石狩低地帯天然瓦斯予察調

査報告.北海道地下資源調査所， 1951.

18) 本島公司ほか 9 名: 北海道天然瓦斯調査報告第 3 報. 石狩回岩見沢市幌向附近天

然ガス調査報告.北海道地下資源調査所， 1953.

19) 長尾捨ーほか 5 名: 札幌近郊の天然ガス調査報告. 北海道地下資源調査所・ 未発

表.

ネ前出 17) から編集したっ
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03

ｮ4

~5

ｮ6

( 7

深度 ml カやス量 m仙y 井戸数

20 以下 n.f 2

21~ 30 tr 5

31~ 40 tr~0.23 12

41~ 50 0.5~0.07 3

51~ 60 n.f 2

61-----70 tr-----0.OO14 2

71-----80 n.f-----0.07 2

100 以上 n.f-----tr 2
* **は，奇ミ :14 去のようである ο また地区別には，第 15 表

調査対象の井戸の深度と，ガス逸散量との関係

あきらかにされている

第 19 図 ガス徴候地(ガス量によるほ分)

1:0.8~ 1. 0 m3jday 2:0.1~0.8 3:0.01~0.1

4:0.001~0.01 5:痕跡および井戸の構造上測定不能のもの

6: ガス逸散量微量で、測定しない井戸 7: 路査未了井

によるとガス徴候(掘り j:bzき井戸)の分布は，大 第 14 表

よそ札沼棟以西の地域と，伏寵川以東の地域に大

別することができるこ全般的にガス逸散註はきわ

めて少し大半が 0.001~0.01 m3jday である

しかし前;f;-の地域にくらべて，後者の地域には1.0

m3jday のガスを産する汗戸も，存在することが

*, ** fjI J 出 17) から編集したっ
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第 15 表

深度 m

にかかげたっこれらの去から，十LI院図隔の

ガス量 m2!dya 井戸数低地帯全域を通じて，深度別のガス賦存層
地区

2tr~0.002

tr~0.5

30~ 40

41- 50 っ

“

o

v

n

v

っ

“

1

3

tr~0.16

tr

0.002~ 1. 4

0.001

51~ 60

61~ 70

71~ 80

81~ 90

91~100

100 以深

部と， 71 m以深の深層部の 2 つに分けられ

測定でただし 100m 以深では，

大
谷
地
原
野
地
区

はガスを伴う屑として 30m~50m の浅層

ているつ

きる程のガス逸散量はみとめられていな

しユつ

を決めることは，容易でないが，大まかに

tr~0.23 6

0

。

0.0014土

n.f~O.007

31~ 40

41~ 50

51~ 60

61~ 70

70 以深

質ーi占11

ガス徴俣のみられる低地帯の広形。地質

篠

路

横

新

道

方

面

茨

戸

南

方

お

よ

び

についてはすでにのべたコただ山形 ~~J Ie.ff

ス田に関係あることは，低 J主面を横断して

百j者ーは，流れる河川と，南部の丘陵である

2

6n.f~0.03230~ 40

41~ 50 1

0

tr

51~ 60

tr61~ 70

軽

川

(

下

手

稲

)

地

区

豊平川。伏龍川。月寒川。厚別川および石

j守川など，やや複雑な流 E与をもって流れる

もので，ガス田に対して，多分に伏流ブ;くの

例えば伏影響をあたえているようである

龍川以西地域でガス逸散呈の{王小であるこ
1tr71~150

とは.豊平川の伏流の影響が大であると考

えられている。また後者の正陵は，やはり，丘陵面から流れこむ伏流によってガス田に影

響をおよぼしていると考えられている=前にのべた地質は，ほとんど表府市についてであ

って， i栗田に関する地質はほとんど知られていない。ただ厚別。白石川近の深井戸資料お

ヨネサト

よび米里におこなわれた試錐資料によ勺て，わずかに，厚別附;iJ:-米里附 ;11 の深部地買を

知ることができる。これらの結束をみると，低地帯を構成する地質は，砂。粘土。;尼り'-・

米里試錐の柱二状によると，その中 lこ疎層をはさんでいる泥炭粘土などからなっていて，

深度 300m までに泥炭層は 11 屑，砂疎屑は 12 屑をかぞえることができる c その中でも深

度 40m 附近に，かなり厚く発達する砂疎屑は特徴的なもので，かなり普遍的な分布を示

ネ

すことが知られているっ米里附近を中心とした地域の電探によって，推定されている地質

断面図は第 22 1I:<]のようであって，これによっても， 40m 附近に砂疎屑が追跡されている。

札幌図幅地域だけにかぎらず，江別。幌向附近ににまでも分布する。
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第四国東米里試錐柱状断面jiZ1および電気検層 l当

泥炭層 2: 砂質粘土~粘土層 3: 砂探~探層 4:;砂層

(北海道地 F資源調査所米里試錐資 n による)
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第 22 図東米里附近の地質断面 i2Q (北海道地下資源調査所

山口技師。小原技術補の電探資料による)

A: 北海道地下資源調査所試錐地点(札幌天然ガス第 1 号井〉

1:表部泥炭層 2: 粗粒。中粒層 3: 中粒細粒層

4: 細粒。微粒層 5: 粗粒。中粒層 6: 細粒。中粒層

7: 粗粒。中粒層

このような苦J面的な砂牒が，あるいは， irt1fif世と洪積世とのj立を示すものかもしれない

ガス徴は ， if日此地域では特徴的にみられるが，これらの去何ift皮から売主するメタンガス

のほかベ~{~結果ではおおまかに 40m p付近および gOmr日後の砂疎屑の 2 層のガス賦存層

がたしかめられている。 しかしこれらのガス呈は，いずれも 100 m2/day 以下とされてい

る

この地域のガス利用開発には，なお今後種々の開発利用試験が必要であるが，それにし

ても，ガス邑が問題とされている
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VI.2.2 泥炭-

前にのべたように，この地域 lこ発達する泥炭は，低位。中問。高位泥炭にわけられ，対

雁原野・大谷地原野。厚別原野。下手稲原野などの荒蕪地や，札幌競馬場および北部札幌

などにかなり広い分布をしめす。これらの表層泥炭層の厚さは，一定でないが，おおよそ

7m から 30cm 程度である。したがって，賦存量はきわめて老大な量にのぼるつ現在泥炭

の利用は，おもに燃料および肥料にかぎられているが，今後の利用技術向上によってはか

なり開発度が高い。

各地域の泥炭士の成分および分析結果は，前にのべたが，加里あるいは窒素のぞかいも

のもあり，また一般に水はけ不良も加わり，農業土壌として不向の点も多々あるつした

がワて土壌改良も，上にあげた泥炭利用開発とあいまって，おこなわれなければならな

いだろう。

VI.2.3 砂利・砂・石材

豊平川・発寒川などの現河床には，玉石。砂利および砂の理蔵がかなり豊富である )fi

年の札l幌市発展にともない，これらの河川流域では，砂利。玉石などの採取が盛んにおこ

なわれている。このほか，紅葉山砂丘の下部を構成する砂喋層も，珂蔵量の点から好対象

地とされている。また，第三紀および第四紀初頭にI噴出した火山岩類は，パラス。問知石

などに切り出されている。現在ではおもに発寒川中。上流地j或の火山岩類が対象となって

いる。

VI.2.4 地下水

低地，貯には泥炭湿地が多く，浅井戸では良好な飲料水をうることが困難である。したが

って，低地帯内の人京では，多くは深井を作り，地下の被圧水をえているコ一般に深度 40

m 附近の，普遍的に分布する砂記事層から良質の被圧水をとっているが，下福移附 jiJ:では，

Cl 量のかなり多い井戸が散点する。

月寒台地の豊平沼石!凶でおおわれている地域では，浅井戸でも良民の地下水をうること

ができるが，野 l幌層ことに野幌層の粘土層が分布する地域では，飲料水に不自由している

ようである。豊平浮石屈は水を通しやすいが，下盤が野幌層である場合には，良質の滞水

層となっている。豊平浮石層の下部には，やや回質の部分があって，あるていど不透水層

の役をしていることがある。月寒台地西端の崖では，しばしば豊平浮石屑から湧水してい

るが，下部に下透水層の役をするややかたい部分があるためと考えられるつ
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札幌扇状地では，比較的良質の本をえているが，扇状地の北部では， しだいに不良とな

っているつ札幌市街地では，一般に深J豆1.5~10 m ていどで，豊富に水をえることができ

るが，これらは豊平川の!日河流にそった伏流水とみられている。一般京庭では 10m 以下

の井戸が多く，いちおう深山 2~5m 附.iii にある 1;]-砂ないし砂賀粘土でおさえられ，その

との砂在来居中に滞水したよを飲料水として使用している。 深井戸では， IJ白にあげたように

ビール会社。北大などの 50~90m の井戸があり， 30~50 m の砂礁居中から良lq-の水をえ

ている(北た工学部の井戸では，深度 5.9 m 0 6.6m ・ 17.82 m 0 39.60m に，それぞれ含水

屑があり， ii可の 2 つは鉄気および臭気を伴って，飲料不適であるが，後の 2 つは飲料適水

*であって， 720kljday0 1,080 kl川ay を拐水したという記録がある。ビーノレ会社および国鉄

** ?O)
苗穂工場の井戸では， 1F~ に約 50，000kl0 18,000 kl を揚水しているという己
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50,000

SAPPORO

(Sapporo-21)

By

HiroshiOsanai ,

RyoyaSugimoto and YoshioKitagawa

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheCityofSapporo, themetropolisofHokkaido, occupiesanarea

inthesub-centralportionofthissheetmap, whichcoversthewhole

areabetween43ー0'and43 口 lO'N. lat., andbetween141 口 15' and 141 口30'

E.long.

Asisclearlyshowninthegeologicalmap, themostpartofthis

areais comprised of alluvial plain , buried under various kinds of

sedimentswithhighcontentsofvegetablematter;butthereisalow

plateauatitssouth-easterncorneronthis sheet, about100m.inits

maximumheight , wheretheNopporoformationandShikotsuvolcanics,

bothPleistoceneinage, andothersarecroppedout. Besides this, in

thesouth-westerncornerthereisamountainousarea, whereNeogene

Tertiaryformationsandtheirassociatedvolcanicrockswidelydevelop.

Inthefollowingparagraphs, ispresentedabriefgeologicalaccount

inchronologicalorder:

Neoge:neTertiary

The Neogene Tertiary formations comprise two groups: the

Bannosawa formation and Nishino formation. The former is

- 61 ー



composedofvariouskindsofpropylitesandsedimentsofshaleand

sandstoneinalternation, whiletheNishinoformationcoverstheformer

with slight unconformity and mainly consists in various kinds of

volcanicrocksandtheirassociatedpyloclasticsediments.

Nowinthis sheet , theBannosawaformationisdealtwithas

separableintotwodistinctmembers, namelytheonewhichisdesignated

hereastheTakinosawapropylite, andtheotherNakanosawshale

insensestrict. Butthesetwoarealmosteguivalentinthestratigra-

phicalposition. Theoriginalrocksofthesepropylitesmayhavebeen

quartzhornblendebearingtwopyroxneandesite.

AlsotheBannosawaformationislocallyintrudedbydikesofIipaIite,

andoredepositsofepithermalveintypearefoundinthisformationin

afewlocalities.

TheNishino formation , heredefinedcomprisedthreedivisions

fromoldertoyounger:theToishizawalavaflow(hyperstheneaugite

andesite), Nishinoagglomerate(andesiticagglomeratewithtufaceous

sandstone)andHoromitogelavaflow(hornblendebearingaugitehyperｭ

sthene andesite), allbelongtosomewhatbasicandesiteinlithologic

natureandshownosignof propylitization, whichmaybemarkedly

di 百erent fromthe nature of the andesitic rocks belonging to the

Bannosawaformation. ItmustbenotedthattheHoromitogelava

showquiteprominentcolumnarjointswhereverthisrockcropsout.

Althoughtherearenofossilevidencesatpre8ent, theBannosawa

formationmaybeMioceneinagewhiletheNishinoformationmaybe

Pliocenefromtheaspectsoftheirlithologicalfacies.

Besides this, there are large igneous masses. Such conical

mountainsatGotenyama, Sankakuyama, MaruyamaandMoiwayama

areformedofvariouskindsofvolcanicrockswhichmayhaveoriginally

coveredtheTertiaryformationsaslavaflows , mostlybasicandesitein

lithiccharacterandlaterPlioceneorearlyPleistoceneinage.

Pleistocene

TheTeinelavaflowheredesignatedmaybeassignedtotheoldest

Pleistocenegroup, althoughtherearenopositivedataforsuchacon-

- 62 ー



elusionexceptthetopographicalfeatures.

TheNopporoformationisrepresentedingeneralbysedimentswith

numerousmarinemolluscanfossilsespecialyinitslowerpart, butthere

isnosignofmarinefaciesintheformation, atleastasitcropsoutin

、 this mappedarea. Theformationnowinconcerniscomposedmostly

ofsandandmudof 白uviatile origine, locallyintercaltedbypeatydeposits

andmayperhapsrepresenttheupperhorizonoftheNopporoformation

asawhole.

TheNopporoformationisunconformablycoveredbytheToyohira

pumicebed , palepinkishorgreyshwhiteincolour, about30to40m.

inmaximum thickness, whichformssurelytheuppermostpartofthe

so-calledShikotsuvolcanics.

TheAshiribetsusandandgravelbedisoneofthelowerterrace

deposits, whichiswidelytraceableonthewholeareaoccupiedbythe

NopporoformationandToyohirapumicebed.

The so 司called Moiwaterracedepositsfoundalongthefootof

Moiwamountainarealmostequivalentintheirstratigraphicalposition

withtheprecedinggravelbed.

Talusdepositsburiedthicklyalongthevalleysandslopesinthe

mountainousareainthesouth-westerncornerofthissheetarealso

Pleistoceneinage, thematerialofwhichcanbeobservedtohavebeen

directlysuppliedfromthehighmountains, situatedimmediatelynearby.

TheTsukisappuvolcanicashwidelydistributedontheflattopped

plateausinthesouth-easterndistrictisofunknownorigin, butitmay

alsobePleistoceneinage.

Alluvium

Geologically, thealluvialplainwhichoccupiesthelargerpartofthis

sheetisdivisiableintothreedistricts: Theoneistheareacharacterized

bysandduneandsandyloam(MomijiyamadunesandandBannaguro

sandyloam);thesecondisawideareaburiedbyvariouskindsofpeaty

material(lowermoor, intermediatemoorandhighermoor)together

with 臼uviatile depositsconsistinginratherfinematerial(Shinoroclayey

soils, Ishikarigawariver-sideclayeysoils, Shinshinotsuclayeysoils,
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NorthernSapporoclayey siols, Okadamaclayeysoils);andthirdis
thedistrictwherethickfanglomeraticdepositsarefound(Sapporofan

deposits ，区 otonigawa fandepositsandHassarnugawafandeposits).

InthislastareaSapporoCityissituated.

EconomicGeology

Theundergroundresourcesaredividedintotwogroups, metallicore

depositsandnon-metallic. Themetallicoredepositsareembracedin

the Bannosawa formation. They consist of Au-Agoreandiron

sulphides. TheMaruyamamineshowstheformermineralassemblage

andisworkingatpresent. Itischaracteristicthatgoldandsilver

commonlyoccuras tellurides, suchas sylvanite, native tellurium, etc. ,

intheupperpartofveins. Accordingly, Aucontentisofcomparatively

highgrade. Itszonegraduallymergesdownwardsintothesulphides

zone.

Thenon-metallicdepositsaredestributedinthealluvialflatland.

Amongthem, naturalgasisthecommon'CH4 type, itsdistribution

beingconsiderablywide. Itsvolumemostlyrangesfrom0.001to0.1m3

/dayIwell. Accordingtotherecordoftestboringof300m.indepth

atYonesato, twogasbearingstratasarerecognizedasfollows:

Gasbearingstratadepth remarks

30-50m.

70-100m.

gasproductionlessthan
100m3/day

タ'

Peatisdistributed in every alluvial flat land. Although its

thicknessitlessthan7m.onan average, thedepositsarehopeful,

becausethedistributionisfairlywide.

Thegravelsandpebbles deposited on the river beds of the

ToyohiragawaandHassamugawaarecollected.

Ontheotherhand, thegravelbedbelowtheMomijiyamasanddune

isalsobeingworked.

Inadditiontotheresourcesasmentionedabove, Tertiaryvolcanic

rocksarequarriedforcivilengineeringpurposes.
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